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 平成２６年第２回平取町議会定例会 （開 会 午前 ９時３０分）

議長 

ま ち づ く

り課長 

皆さんおはようございます。ただいまより、本日の会議を開きます。ただいま

の出席議員は１０名で会議は成立いたします。 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は会議規則第１

２２条の規定によって、８番山田議員と９番藤澤議員を指名します。 

日程第２、議案第１４号平成２６年度平取町一般会計予算、 

日程第３、議案第１５号平成２６年度平取町国民健康保険特別会計予算、 

日程第４、議案第１６号平成２６年度平取町後期高齢者医療特別会計予算、 

日程第５、議案第１７号平成２６年度平取町介護保険特別会計予算、 

日程第６、議案第１８号平成２６年度平取町簡易水道特別会計予算、 

日程第７、議案第１９号平成２６年度平取町国民健康保険病院特別会計予算、

以上、議案６件を一括して議題とします。 

これより、平成２６年度各会計予算に係る提案説明を求めますが、前段、予算

説明資料に基づく、各会計予算総括概要、続いて、一般会計より順次各会計の

説明をお願いします。それでは平成２６年度各会計予算の概要並びに一般会計

予算について提案説明を求めます。まちづくり課長。 

議案第１４号、平成２６年度一般会計予算の説明をさせていただきますが、議

長より最初に各特別会計を含めた予算概要の説明を求められましたので、平成

２６年度予算説明資料にてご説明を申し上げます。表紙が目次になっています

が、本資料は１番の平成２６年度各会計予算総括から１７番の平取町畜産公社

事業調までの３５ページの内容となってございます。表紙をお開き願います。

平成２６年度各会計予算総括でございます。一般会計の総額は５７億６７００

万円。２５年度対比４億８７００万円、７．８％の減となってございます。次

に特別会計の国民健康保険特別会計は７億８４１３万円。２５年度比で１２６

８万円、１．６％の増となってございます。後期高齢者医療特別会計は７７１

０万円、２５年度比では３１０万円、３．９％の減となってございます。介護

保険特別会計は４億３０８０万円。２５年度比で２６０万円、０．６％の増と

なってございます。簡易水道特別会計は２億５６２６万７千円。２５年度比で

１７３０万３千円、７．２％の増となってございます。国民健康保険病院特別

会計は７億５４３２万１千円。２５年度比で４８６万３千円、０．６％の増と

なってございます。五つの特別会計の総額は２３億２６１万８千円。２５年度

比で３４３４万６千円、１．５％の増となってございます。一般会計、特別会

計あわせた２６年度の予算規模は８０億６９６１万８千円となり、２５年度に

比し４億５２６５万４千円、５．３％の減となってございます。平成２４年度

決算におけます平取町の各種の財政指標でございますが、これは改善がみられ

ているという状況でございますけれども、アベノミクスの効果が地域経済に十

分に浸透するまでには至っておらず、それらを背景とした地方財政を取り巻く
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環境は依然として厳しい様相を払拭できないというような状況になってござい

ます。平成２６年度平取町各会計予算は、既に審議会からの答申を受けました、

第５次の総合計画の財政計画並びに実施計画に基づきまして、維持可能な財政

構造の構築を意識し経常的経費においては、さらなる節減に努めながら、町民

ニーズに合致する投資的経費への重点的配分に努めたところでございます。そ

れでは各会計の予算について概要を説明いたします。まず３ページの一般会計

でございます。歳入１款町税、町民税個人では、農業所得等の伸びを見込みま

して、４億８０１１万８千円といたしまして、２５年度対比で１９３２万９千

円、４．２％の増となってございます。２款から１１款につきましては、２５

年度決算見込み、２６年度地方財政計画の状況によりまして、積算計上してご

ざいます。２款地方譲与税７６００万円は自動車重量譲与税が減になる見込み

ということから、６４０万円、７．８％の減となっております。６款地方消費

税交付金６５８０万円は消費税の税率の変更によります収入の増が見込まれま

して、３０５万円、４．９％の増を見込んでおります。１０款地方交付税は３

１億３００万円といたしまして、２５年度対比で５８００万円、１．９％の増

と見込んでおります。内訳といたしましては、普通交付税は資金単位費用等か

ら推計いたしまして２７億６３００万円と見込み、国の地方交付税特別会計と

いたしましては１．０％減少するという状況ですけれども、平取町の２５年度

の決算見込みなども勘案しまして、当初予算で８９００万円の増というふうに

見込んでございます。特別交付税は２５年度の決算見込み及び有害獣防止柵整

備事業分、算入額の減を見込みまして２５年度比３１００万円の減、３億４千

万円としてございます。１１款自動車取得税交付金１千万円は、消費税率変更

に伴う販売台数の減が見込まれることなどを理由に３００万円、２３．１％の

減としております。１２款分担金及び負担金２９４４万２千円は、中山間整備

事業の負担金等の減で３２６万５千円、１０．０％の減としてございます。１

４款国庫支出金、４億６０５２万２千円は臨時福祉給付金事業及び埋蔵文化財

発掘調査委託金などの増によりまして１億７４９万２千円、３０．４％の増と

なってございます。１５款道支出金３億２１０５万１千円はびらとり温泉建設

事業補助金、鳥獣被害防止対策交付金などの減によりまして、２億５８４８万

７千円、４４．６％の減としてございます。１６款財産収入７７８４万８千円

は、町有林立木売払代金等の伸びによりまして、４１．３％、２２７３万７千

円の増。１８款繰入金１億９９７５万円は２５年度に比べまして１億６４００

万円、４５．１％の減となっております。２５年度実施いたしました大型事業

のびらとり温泉改築事業、有害獣侵入防止柵整備事業分などが減になったこと

によるものでございます。次に歳出です。増減の幅が多い款のみ説明をさせて

いただきます。３款民生費８億８０８７万４千円は、２５年度比で６億４８７

３万７千円、４２．４％の減となってございますが、これは老人福祉センター

改築事業が減になったことが主な要因になってございます。４款衛生費３億１

１３０万８千円は雑排水施設改修事業の増によりまして６４８７万６千円、２
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６．３％の増となってございます。５款農林水産業費３億２８３８万１千円は、

４３．３％、２億５０４５万３千円の減となっておりますけれども、これは有

害獣侵入防止柵整備事業、幹線林道ヌタップ線、専用林道豊糠線の改良工事等

の減が主な要因となってございます。６款商工費１億３３２２万８千円は、観

光協会補助金、ファミリーランドの管理費等の増で１７．３％、１９６０万２

千円の増となっております。７款土木費４億４５９０万円は道路整備事業、公

営住宅建設事業費の増で４５．９％、１億４０３６万７千円の増となってござ

います。８款消防費３億４８６９万７千円は、消防無線のデジタル化事業の実

施によりまして７７３７万８千円、２８．５％の増となっております。９款教

育費５億２４４８万２千円は、２２．１％、９４７９万３千円の増となってお

りますけれども、これは二風谷小学校改修事業、中央公民館空調整備事業、埋

蔵文化財発掘調査経費の増によるものでございます。１０款災害復旧費５３万

９千円は敷舎内線地すべり災害復旧工事分がなくなったことにより大幅に減と

なってございます。１２款諸支出金３億７７９１万円は９．８％、３３６６万

６千円の増となっておりますが、これは国保病院会計及び水道会計繰出金の増

が主な要因となってございます。次に４ページ、国民健康保険特別会計でござ

いますが、歳入１款国民健康保険税で３．０％の減としてございます。これは

１世帯あたりの保険税といたしましては２５年度より２７００円増えるという

ことでの積算となってございます。歳出２款保険給付費は２５年度比２．６％

の増でございますが、ほぼ横ばいということになってございます。一般被保険

者療養給付、高額療養費を過去の実績等により見込んでの計上となってござい

ます。次に後期高齢者医療特別会計でございますが歳入では保険料、繰入金を

計上いたしまして、歳出では北海道後期高齢者医療広域連合への納付金をはじ

め所要経費を計上してございます。５ページの介護保健特別会計でございます

が、歳出の保険給付費はグループホームの満床に伴います地域密着型サービス

給付費の若干の伸びはありますけれども、会計予算総額は２５年度とほぼ横ば

いとなってございます。次に簡易水道特別会計ですけれども、本町地区簡易水

道配水管整備工事等の増によりまして、歳出の事業費で１１．５％の増となっ

ております。歳入歳出それぞれ７．２％の増の予算規模となってございます。

６ページは国保病院会計でございますが、総額で２５年度予算対比歳入３．３％

の増となっておりますけども、資本的収入の一般会計繰入金の増などが要因と

なってございます。続きまして７ページの一般会計歳出構成表について説明い

たします。まずその支出が任意に削減できない義務的経費につきましては２２

億１３４４万円となりまして２５年度対比で１９０３万２千円、０．９％の増

となっております。人件費におきましては、給与改定、退職者と新規採用者の

支給額の差額による増減等で０．２％増、扶助費は障害者自立支援費負担金、

びらとり温泉無料入浴券配布事業などの増により、８．６％の増となってござ

います。公債費は地方債元利償還金の減によりまして、２５年度比で１．９％

の減となっております。投資的経費につきましては１５億２１６０万１千円で
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ございまして２５年度比で５億５９７４万６千円の減、２６．９％の減となっ

てございます。補助事業は埋蔵文化財発掘調査事業や公営住宅建設事業の事業

費の増で１６．３％の増、びらとり温泉の改築分の減などで、単独事業が３９．

３％の減となっております。その他の経費は２０億３１９５万９千円、２５年

度対比で５３７１万４千円、２．７％の増となってございます。各会計への繰

出金が７．８％の増となっており、その他も物件費が１．９％の減、維持補修

費は６．１％の増となってございます。その他経費が歳出総額に占める構成比

は３５．３％というふうになってございます。８ページ、９ページにつきまし

ては、一般会計におけます性質別・目的別の歳出分類表となっています。説明

は省略させていただきます。１０ページでございますが２５年度の町税収入見

込額となっています。総額で４億９１２０万３千円となってございまして、下

のグラフのとおり２４年度決算額に比べまして１０９５万円、２．２％の減と

いう状況となっています。１１ページは後ほど説明いたします町税の積算内訳

表となっておりますので説明を省略させていただきます。１２ページでござい

ます。これは交付税の推移及び一般会計公債費の３０年度までの償還見込の推

計額となってございます。普通交付税の推移におきましては、ご覧のとおりで

ございまして平成１６年度に三位一体改革によりまして大幅に削減された以降

は増加の傾向となっておりましたけども、平成２５年度以降、国の地方財政計

画でも減少傾向ということになっておりましてこのような状況になっておりま

す。公債費は第５次の総合計画に基づき推計をしておりまして、平成３０年度

には６億９５０３万９千円程度になるものと推計をしてございます。１３ペー

ジは基金残高の見込みの状況でございます。１の財政調整基金から８までのそ

れぞれの特定目的基金までが一般会計、９番、１０番は特別会計となってござ

います。一般会計におけます２５年度末の基金残高見込は２４億８８０６万４

千円で２６年度での取り崩し、積み立て分を加えますと、平成２６年度末で２

２億９３６１万２千円となる見込みでございます。下の金券事業分については

ご覧のとおりでございます。次のページ、１４ページにつきましては平成２５

年度、２６年度の基金の取り崩し予定等について記載をさせていただいており

ます。２６年度においてはもっとも多く取り崩しを予定しています沙流川ダム

地域振興基金は、防犯灯ＬＥＤ整備事業から貫気別小学校敷地排水整備事業ま

での１１事業、１億６６００万円を繰り入れることにしてございます。次のペ

ージ１５ページから２３ページまででございますが、これは平成２６年度の主

要事務事業を掲載しておりますけども、個別の説明は省略をさせていただきま

す。２４ページは簡易水道特別会計、国保病院特別会計への繰り出し金の算出

の内訳となってございます。２５ページから３０ページまでは各一部事務組合

負担金の内容となっておりますので、これは後ほど各科目における予算説明時

点で説明させていただきたいと思います。３１ページ、これは日高管内地方税

滞納整理機構の歳入、歳出の内訳と各町の負担金の算出資料となってございま

す。３２ページから３５ページは平取町畜産公社事業における決算見込、事業
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議長 

議長 

ま ち づ く

り課長 

目論見となってございますが、これも説明は省略をさせていただきます。以上、

予算説明資料の説明でございます。これより一般会計予算書の説明に入らせて

いただきますけども、ただいま説明いたしました説明資料を使っての説明をさ

せていただくという場合もございますし、その科目によっては複数の事業が複

数の節により計上されている場合がありまして、事業としての全体額などがわ

かりづらい場合もありますので、あわせて説明資料などでご確認をいただけれ

ばと思っております。また、内容が恒常的で大きな変化等がない科目等につい

ては説明を省略させていただく場合もありますのでご理解をお願いしたいと思

います。また、ご存知のとおり工事請負費、委託料での事業の入札等において

の影響が予測されるということで金額を記載しておりませんので、あわせてご

理解をお願いしたいと存じます。それでは予算書の説明に入らせていただきま

す。 

長時間になると思いますので座って説明していただいて結構です。休憩します。

   （休 憩 午前 ９時５１分） 

   （再 開 午前 ９時５３分） 

再開します。 

議案第１４号平成２６年度平取町一般会計について説明させていただきます。

第１条歳入歳出予算でございますが、歳入歳出予算の総額は歳入歳出予算それ

ぞれ５７億６７００万円とするものでございます。第２項におきましては歳入

歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は「第１表 歳入歳出予算」に

よることとしてございます。第２条地方自治法の規定によりまして債務を負担

することができる事項、期間及び限度額は「第２表 債務負担行為」によるも

のとしてございます。第３条地方債につきましては地方自治法の規定によりま

して起こすことができる地方債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の

方法は「第３表 地方債」によるものとしてございます。第４条におきまして

一時借入金の最高額を１０億円としてございます。それでは歳入歳出事項別明

細における歳出よりご説明申し上げますので９０ページをお開き願いたいと存

じます。これより歳出を説明させていただきます。３歳出１款１項１目議会費

これは定数１２名分の報酬等関係経費を計上してございます。４節共済費は議

員共済会負担金の率の改定によりまして、２５年度に比べまして２４万７千円

の増となってございます。１８節備品購入費１８万円の増でございますが、マ

イクロフォンユニットおよびテレビの購入費用となってございます。次に９１、

９２ページでございます。ここからは２款総務費についてご説明を申し上げま

す。２款１項１目一般管理費でございます。本科目につきましては職員給与、

嘱託報酬、臨時職員賃金、及び行政事務に係る旅費、研修経費、行政システム
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管理経費、一般事務経費等について計上してございます。１節の報酬でござい

ますが保育士等の処遇改善という面から嘱託職員としたために２５年度に比べ

まして８名増加し、２６３８万円の増となってございます。２の給料でござい

ますが、これは２５度比で１名の増となりまして、８７万３千円の増となって

ございます。３節職員手当は期末、住居手当等の減によりまして１００万３千

円の減となってございます。４節共済費は共済組合負担金・社会保険料の増に

よりまして３６９万２千円の増、７節賃金は報酬への組替え等で３１５７万３

千円の減となってございます。今日お配りしております報酬・賃金の資料明細

がございますのでそちらもあわせて後ほどご覧いただきたいというふうに考え

ております。１３節委託料でございますがこれは平取町のホームページ改修委

託料が新規計上となったということから４１０万３千円の増というふうになっ

てございます。１４節使用料及び賃借料でございますがこれは庁舎内ネットワ

ーク端末使用料が新規計上となっていることから、３１５万９千円の増という

ふうになってございます。１９節負担金補助及び交付金には平取町自治会総合

交付金２３６６万６千円を計上してございます。２５年度計上の退職手当組合

の清算納付金がなくなったということから節としては３３１３万円の減という

ふうになってございます。９３ページ、２目の会計管理費ですが、これは事務

用消耗品、公金取り扱い手数料の増によりまして目としては５万１千円の増と

いうふうになってございます。９４ページ、３目財産管理費でございます。こ

の費目は庁舎、職員住宅及び振内単身者住宅の管理経費について計上してござ

います。１１節需用費、修繕料は職員住宅等の修繕を計上してございます。こ

れは資材単価、労務費、消費税のアップ分をみまして修繕料で９３万１千円の

増となっております。委託料は浄化槽の増加による管理委託料が１３万１千円

増。工事請負費は貫気別支所の高圧キュービクルの設置工事、職員住宅の浄化

槽設置工事１棟２戸で８００万円を計上してございます。２５年度事業の庁舎

改修工事、議事堂音響システム改修などの減によりまして節としては２千万円

の減というふうになってございます。９５ページ、４目町有林管理費でござい

ます。これは山火事警防に係る巡視を森林組合に委託する経費ということで６

５万円となってございます。２５年度までは賃金での計上でしたけれども、車

輌経費等も含めて委託するという内容で計上してございます。９６ページ、５

目町有林造成費でございます。この費目は町有林における各種整備事業等を計

上しております。７節賃金は調査期間を２か月増やしたことにより７６万６千

円の増となってございます。１５節工事請負費は事業量の増によりまして２５

年度に比べまして１２０３万１千円の増、５８１８万７千円を計上してござい

ます。このうち冬季間雇用対策事業に関しましては、２５年度に引き続き雇用

対策として地域雇用創出基金１千万円を充当して実施するということでの計上

でございます。９７ページ、６目広報広聴費でございます。広報びらとりの発

行経費について計上してございます。１１節需用費、印刷製本費は年１０回の

発行、色刷りページを増やしまして見やすい紙面とするための単価増分で４０
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万８千円の増ということになってございます。９８ページ７目支所費でござい

ます。この費目は振内、貫気別支所に係る庁舎管理費及び事務経費等について

計上してございます。１１節需用費は修繕料で貫気別支所駐車場の舗装の経費

を計上したことから３２万９千円の増となってございます。１３節委託料は防

火対象物点検委託料９万９千円が新規の計上となってございます。９９ページ

８目公平委員会費でございます。これは委員会開催経費に伴う報酬、費用弁償

を計上しております。２５年度同額を計上しております。１００ページ、１０

１ページ、９目企画費でございます。これは総合計画関係経費、情報通信設備

維持経費、移住定住促進経費、地域公共交通関係経費、新エネルギー導入推進

経費、１％まちづくり事業関係経費などを計上してございます。１節報酬でご

ざいますが第６次総合計画策定のための策定委員報酬等の増によりまして２７

万１千円の増というようになってございます。８節報償費２８９万円の減でご

ざいますが、これは第１次協力隊事業が終了したことによる減と、今後これか

ら迎える協力隊事業ですとか、まちづくりの各種事業等について、外部からの

視点でのアドバイス等を目的といたしました外部専門家招致事業への謝礼の増

などによるものでございます。１３節委託料でございますが、２５年度計上の

交流農業体験施設、市民農園でございますが、この実施設計委託料８７万円、

それから第６次総合計画の町民意向把握調査委託料２００万円、町内のフリー

スポット整備事業１１５万５千円などが減ということで、また増といたしまし

ては新規で二風谷地区の再整備基本計画策定委託料ということであわせて節と

いたしましては２８７万１千円の減というふうになってございます。１５節工

事請負費は光ケーブルのエリア拡大工事、分譲宅地の造成工事で６６３６万７

千円を計上してございます。３２００万５千円の増となっています。１９節負

担金、補助及び交付金はペレットストーブ購入補助を継続、太陽光発電システ

ム設置補助も継続計上をしてございます。新規といたしまして平取町で起業を

めざす方への支援策としての起業家支援対策補助金１００万円を計上してござ

います。地域公共交通活性化・再生総合事業負担金もデマンドバスの運行を通

年分計上したことによりまして１４８０万円の増額計上となってございます。

町民税１％事業のコミュニティ活動支援事業も継続計上してございます。また、

２５年度から実施しております定住対策として民間アパート等の建設費用を助

成しまして町内の定住できる環境を確保するという、民間賃貸集合住宅整備費

補助金２千万円も継続計上してございます。なお、企画費に関わる各種事業に

つきましては予算説明資料の１５、１６ページの１２番から１８番ということ

で内容が記載されておりますので、ご参照をお願いしたいと思います。次に１

０２ページ１０目の水資源対策費でございますが、これは平取ダム建設事業に

係るアイヌ文化環境保全対策事業と沙流川総合開発事業利水者負担金を計上し

ているものでございます。保全調査でございますが、これは国からの委託によ

りまして実施するものでございますが、調査班１２名分の人件費と調査に係る

事務経費で３９１０万９千円を計上してございます。７節賃金は調査員を嘱託
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職員にすることでの単価アップ等で３９４万８千円の増となってございます。

１４節使用料及び賃借料はパソコン等の更新によりまして１０５万５千円の増

となってございます。利水者負担金は二風谷ダム管理に係る平取町の負担分を

計上してございます。２５年度計上いたしました平取ダム建設促進期成会への

助成金は会の運営費に余剰があるということで２６年度は未計上ということに

なってございます。１０３ページ、１１目交通安全対策費です。交通安全対策

に係る事務経費、振内交通公園管理費、交通安全推進委員会への補助金等を計

上してございます。１１節需用費は修繕料が専用車両の車検経費等の増により

まして１６万９千円の増となってございます。１０４ページ、１２目イオル推

進対策費でございます。イオル再生事業に係る人件費及び各種調査費などを計

上しております。１２節手数料は２５年度計上の自然素材を利用した新商品開

発手数料が減ということになりまして６７万２千円の減というふうになってご

ざいます。１０５ページ、１３目アイヌ文化情報センター費でございます。ア

イヌ文化情報センターの管理経費を計上しております。１１節需用費、修繕料

のロールカーテン等の取付けなどが増になっておりまして２４万３千円の増と

なっております。１４目諸費でございます。１４節使用料及び賃借料は振内の

王子製紙旧所有地に係る借地料でございますが、これは建物倒壊によりまして

借地面積の変更ということで２１万１千円の減というふうになってございま 

す。１９節負担金、補助及び交付金は各種団体等への補助金、負担金という内

容になっております。１０７ページ、２款２項１目税務総務費でございます。

この科目は固定資産評価審査委員の報酬、税務職員の旅費、町税の過年度還付

金を計上しております。前年同額でございます。１０８ページ、２目の賦課徴

収費でございます。賦課徴収に関しての関係経費を計上しております。１３節

委託料は電子申告等ＡＳＰサービス利用料１４８万２千円が２５年度より６１

万２千円の増となっております。２５年度計上のエルタックス電子申告サービ

ス導入費等の減によりまして委託料としては１８８万９千円の減という状況に

なっております。１０９ページ、２款３項１目戸籍住民基本台帳費でございま

す。戸籍の管理等に関する経費を計上しております。１１節需用費、消耗品費、

印鑑登録手帳分の減でございまして１３万１千円の減となっております。１３

節委託料は戸籍副本データ管理システム保守料の減で１６０万３千円の減とな

っております。１８節備品購入費は契印機、パスポート発行機器の更新という

ことで６１万６千円の増となってございます。１１０ページ、２款４項１目選

挙管理委員会費でございますが、委員報酬等、委員会運営経費について計上し

ております。１１１ページ、２款４項２目北海道知事及び北海道議会議員選挙

費でございます。平成２７年４月に執行されます、知事道議選の選挙経費につ

いて２６年度分経費について各節ごとに計上をしてございます。１１２ページ、

２款４項３目農業委員会選挙費でございます。２６年度に執行される平取町農

業委員の選挙経費について各節ごとに計上してございます。１１３ページ、２

款５項１目諸統計費でございます。各種統計関連経費を計上しております。１
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節報酬の８２万６千円の増でございますが、これは５年ごとに実施されます農

林業センサス調査員の報酬の増によるものでございます。２款６項１目監査委

員費です。これは監査委員報酬、関係事務費について計上してございます。１

１５ページでございますが、これより３款民生費となってございます。３款１

項１目社会福祉総務費でございます。本科目は、戦没者追悼式関係経費、各障

害者等の給付金、国保会計繰出金、民生児童委員の活動経費、各種アイヌ文化

振興対策経費などが計上されてございます。大きな増減のあるものを説明させ

ていただきます。１節報酬でございますが、これは２１世紀アイヌ文化伝承の

森推進委員、平取町障害福祉計画策定委員会委員の報酬が新規となりまして２

７万１千円の増となっております。３節職員手当、時間外手当３０万円及び７

節の賃金、臨時職員賃金８６万円でございますが、これは２６年４月から消費

税率が８％へ引き上げられるということから、所得の低い方々への負担軽減の

ために臨時的な措置といたしまして、臨時福祉給付金を支給する、これは国が

実施する事業でございますが、これに係る事務処理のための経費として新規に

計上してございます。報償費は２５年度とほぼ同じ規模でございますが、実践

型地域雇用創造事業支援員謝金１２２４万円、地域文化資源等ネットワーク形

成協力隊報償費６１２万円などが計上されてございます。１２節役務費は臨時

福祉給付金支給事業によります郵送料、振込手数料の増が要因で１０４万円の

増となってございます。１３節委託料は障がい者相談支援業務委託料、臨時福

祉給付金システム改修委託料が増加してございますけれども、２５年度実施さ

れましたアイヌ文化地域産業創造活動支援業務委託料等の減によりまして節と

しては１２５万１千円の減というふうになってございます。アイヌ文化振興推

進事業としては説明資料の１６ページをご参照いただきたいと思います。それ

から１１６ページの１９節負担金、補助及び交付金でございますが、これは二

風谷民芸組合補助金５００万円、臨時福祉給付金２０７０万円などが増加して

おりまして、２２９７万２千円の増というふうになってございます。２０節扶

助費は介護・訓練等給付費が対象者の増に伴いまして１７６８万円の増となっ

ております。２８節繰出金、国民健康保険特別会計繰出金は２５年度に比べま

して７８万８千円の増となっております。この内訳といたしまして、保険基盤

安定等の繰入金としての保険者支援分と保険料軽減基準分におきまして１１２

万２千円の増となりますけども、国保財政の安定化の支援事業分については３

３万４千円の減となることが要因になってございます。続きまして１１７ペー

ジ、３款１項２目老人福祉費でございます。この費目は老人福祉寮経費、老人

福祉バス運行委託費、デイサービス運営費、高齢者事業団運営費、介護保険特

別会計及び後期高齢者医療特別会計への繰出金などについて計上してございま

す。１１節需用費、修繕料で貫気別老人福祉寮非常用外部スロープの修繕料１

４３万４千円を計上したため需用費では１６４万２千円の増となってございま

す。１９節の老人医療療養給付費負担金でございますがこれは２５年度に比べ

て１１５６万円の増となっております。特養老人ホーム認知症対策補助金は１
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００万円の減となっております。２０節扶助費は、びらとり温泉の無料入浴券

を配布する事業が新規となりまして１３７１万８千円の増となっております。

２８節繰出金は介護保健特別会計への平取町のルール分の繰出金６３７３万９

千円となってございます。２５年度より９６万６千円の増となっております。

後期高齢者医療特別会計繰出金は広域連合市町村事務費負担分２３４万６千 

円、特別会計運営費分３４０万円、保健基盤安定負担分２１８３万９千円、合

わせて２７５８万５千円というふうになってございます。次に１１８ページ、

３目すこやか福祉基金費でございます。単身老人世帯に設置しております緊急

通報システム管理経費等について計上しております。１８節備品購入費は２５

年度と同じ端末装置１２台分を計上しております。１１９ページ、４目福祉施

設費は老人福祉センター関係経費と町内の老人福祉施設に関連する経費を計上

しております。老人福祉センターのリニューアルに伴いまして科目としては設

計委託料、工事請負費、備品購入費等の減ということで７億３０４０万５千円

の減となってございます。１１節需用費はファミリーランドの修繕料を公園管

理費に組み替えしたということによりまして３８２万円の減、１３節委託料は

新築記念事業と３か月分の指定管理委託料で７００万円を計上してございま 

す。１９節負担金、補助及び交付金は、デイサービス送迎車購入補助金３７０

万円、かつら園維持補修事業は２５年度より５１７万円減の２６０万円を計上

しております。また新規事業でグループホームの外構整備補助金１００万円を

計上してございます。１２０ページ、５目国民年金費です。日本年金機構との

連絡事務経費について計上しております。１１節需用費は年金システム改修の

修繕料１４万１千円を新規に計上してございます。１２１ページ、６目生活館

費でございます。１１節需用費は光熱水費の電気料が７４万８千円の増、修繕

料が一般修繕等で４７万９千円の増ということで１３７万２千円の増額になっ

ております。１５節工事請負費は振内町民センター、荷菜研修センターの外壁

塗装工事１２００万円を計上してございます。１２２ページ、７目共同作業場

費でございます。これは二風谷民芸品共同作業場に係る経費について計上して

おります。１３節作業場管理委託料１１２万円は管理のための報酬、かかる光

熱水費相当額を積算して計上してございます。１２３ページ、８目介護支援費

でございます。地域包括支援センターの運営に係る事務経費を計上しておりま

す。９節旅費、普通旅費は介護支援専門員の研修旅費の増によりまして１２万

２千円の増となってございます。１２４ページ、９目ふれあいセンター管理費

でございます。１１節需用費２９９万２千円の増は修繕料で図書館屋上防水修

繕料を計上したこと、及び燃料費、電気料の単価アップによるものでございま

す。１４節使用料及び賃借料では、事務機器の使用料の増額計上により６８万

９千円の増となってございます。１２５ページ、１０目子ども発達支援センタ

ー費でございます。子ども発達支援センターの管理運営に係る経費の計上とな

っております。１３節委託料、子ども発達支援事業委託料が作業療法の回数を

増加したことによりまして１３万円の増となっております。１８節備品購入費
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は遊具の遊び板フルセットの購入費４１万円を計上してございます。１２６、

１２７ページ、３款２項１目児童福祉総務費でございます。１節報酬は新規で

子ども・子育て支援事業計画策定に伴います委員会委員の報酬１３万７千円を

計上しております。３節職員手当、時間外手当１５万円、７節賃金、臨時職員

賃金８６万円は、これも平成２６年度から子育て世帯臨時特例給付金給付事業

といたしまして消費税率が８％に引き上げられることによります子育て世帯へ

の影響を緩和して、消費の下支えを図るという観点から、臨時的な給付措置と

して国が行う事業に係る経費となってございます。１１節需用費はへき地保育

所の修繕料等の増によりまして４７万８千円の増、１２節役務費は子育て世帯

臨時特例給付金給付事業の振込手数料の増で４８万８千円の増、１３節委託料

は新規事業の子ども・子育て支援事業計画策定業務委託料２２６万８千円、同

じく新制度対応業務委託料１８３万６千円の増が要因となって４７８万１千円

の増となってございます。１９節負担金、補助及び交付金は子育て支援対策事

業、振内保育所の遊戯室改修の補助金４８６万円、子育て世帯臨時特例給付金

４５０万円の増によりまして節としては８９４万７千円の増となっておりま 

す。２０節扶助費、すこやか赤ちゃん誕生祝い金は２０名分ということで４４

０万円を計上してございます。ひとり親家庭等医療費は２５年度比で１００万

円の減となってございます。１２８ページ２目児童措置費でございます。１３

節委託料、常設保育所児童措置費につきましては５保育所、１２１名分につい

て計上してございます。２０節扶助費、児童手当てにつきましては、２５年度

に制度改正が行われたということで０歳から３歳未満は１万５千円、３歳から

小学校終了前までは第１子・２子については１万円、第３子以降１万５千円、

中学生は１万円と。それから所得制限限度額を超える場合は一律５千円とされ

るもので、それぞれの件数によって計上してございます。２５年度に比べまし

て１７８万円の減額となってございます。１２９ページ、３目の児童福祉施設

費でございます。本町の児童館、振内児童クラブに係る運営経費について計上

しております。７節賃金は振内児童クラブ代替補助職員分の賃金の増によりま

して３４万円の増となってございます。１１節需用費はびらとり児童クラブ、

ふれない児童クラブのじゅうたん等の張り替え修繕により３２万５千円の増と

いうふうになってございます。１３０ページ、これからは４款衛生費について

ご説明申し上げます。４款１項１目保健衛生総務費でございます。平取町食育

推進計画に基づき実施される事業経費、各種負担金等を計上してございます。

１３節委託料は第２期の食育計画の基礎資料となるアンケート調査のための実

態調査業務委託料を計上したことで２０万円の増となってございます。1９節負

担金、補助及び交付金は２５年度計上の浦河赤十字病院改築事業負担金の減に

よりまして３７万８千円の減となってございます。１３１ページ、１３２ペー

ジ、２目予防費でございます。各種予防接種経費及び検診委託料等について計

上してございます。１節報酬は２５年度同額の１８０万８千円を計上しており

ます。８節報償費は２５年度計上の幼児心理相談講師謝金がなくなったことに



- 12 - 

よりまして１５万円の減となってございます。１１節需用費は消耗品費の予防

接種用ワクチンなどの増ということで５９万３千円の増となってございます。

１３節委託料は現在実施しております各種検診を継続することでの委託料を計

上しておりますけれども、ミニ人間ドック委託料等の減で１４１万３千円の減

額となってございます。１９節負担金、補助及び交付金は不妊治療費助成金と

いたしまして５０万円をひき続き計上してございます。１３３ページ、３目保

健活動費でございます。これは保健業務に係る旅費、事務経費を計上しており

ます。１１節需用費は公用車のタイヤ等の購入がございまして１０万６千円の

増となってございます。１３４ページ、４目環境衛生費でございますが、廃棄

物、し尿処理の組合への負担金、有害鳥獣駆除等に係る経費について計上して

ございます。１節報酬はハンター出動報酬を１０万円の増としてございます。

１２節役務費、手数料はシカ補獲後の指定処理施設搬入手数料９００頭分を２

５年度同額の４１９万１千円を計上しております。１３節委託料も、シカ捕獲

業務委託料が捕獲等数１８００頭、指定処理施設への運搬料９００頭を２５年

度同様の１４４０万円を計上してございます。１９節負担金、補助及び交付金

は、２５年度に引き続き地域でのゴミステーションの設置費用を補助する助成

金４３万２千円を計上してございます。１９節といたしましては衛生組合等の

負担金等の増で５０８万７千円の増となっております。平取町外２町衛生施設

組合負担金、胆振東部日高西部衛生組合負担金につきましては予算説明資料で

説明させていただきますので、恐縮ですが説明資料の２６ページをお開きいた

だきたいとおもいます。２６ページ、平取町外２町衛生施設組合の負担金内容

についてご説明を申し上げます。平成２６年度予算総額でございますが、これ

は上段の表の下から３段目の歳出予算合計額に記載してあります５億２２１６

万８千円となってございます。内訳といたしましてはこの表のとおり議会費が

監査委員経費等を含めて５２万５千円、総務費が職員の人件費及び事務所管理

経費等で１億２０９万２千円となってございます。事業費につきましては３億

２７５９万７千円でございまして、２５年度に比べまして２８００万２千円の

増額となってございます。これは焼却炉の改修工事及び破砕処理施設整備費等

が増えたことによるものでございます。公債費につきましては９０９４万８千

円の計上となっております。諸支出金６千円、予備費１００万円となってござ

います。これらの所要経費に対する各町の負担金につきましては、上段の表の

下から３段目に記載のとおりでございまして、右側のほうでございます。平取

町分でございますが、これが９０２８万８千円となっておりまして、２５年度

対比で４３０万円の増額となってございます。歳出の合計額から使用料及び手

数料、財産収入、繰越金、諸収入の合計額１億９０６万円を差し引いた額に対

しまして、均等割で２０％、人口割で８０％で算出した額が負担金の額という

ふうになってございます。続いて２８ページをお開き願いたいと存じます。胆

振東部日高西部衛生組合負担金について説明させていただきます。下の表、歳

出の表でございますが、これは①議会費から⑦予備費までの各款での予算計上
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となっておりまして、予算総額は２億３８５万３千円ということで、２５年度

に比べまして４９５万６千円、２．５％の増となっております。この主な内訳

は増加分といたしまして、③衛生費がタイヤショベル購入によりまして５９８

万７千円、⑥給与費で給与削減分の回復分ということで６７万７千円、これが

増加分となっております。減少分といたしましては①議会費で道外行政視察費

等の減で１７０万４千円の減ということになっております。各町の負担金につ

きましては３０ページでございますが、この上の表にその内訳が記載されてお

ります。平取町の負担といたしましては２１５８万６千円となっておりまして、

２５年度に比べまして５５万５千円、２．６％の増額となってございます。以

上で、一部事務組合の負担金に係る説明とさせていただきますので予算書の１

３５ページにお戻りいただきたいと存じます。１３５ページ、５目墓地火葬場

費でございますが、これは墓地及び火葬場の管理経費について計上しておりま

す。１１節需用費は２５年度比で４９０万２千円の増となっております。これ

は修繕料にて駐車場の修繕及び火葬炉の修理、屋根葺き替え工事等で７８５万

円を計上したということによるものでございます。６目診療所費です。これは

診療所の委託料が主な計上となってございます。１３７ページ、４款２項１目

小規模給水施設費でございます。１９節負担金、補助及び交付金でございます

が、給水施設整備に当たりまして、事業費の限度額を３０万円としてその３分

の１を補助するということで、町内における無水地区の生活環境と保健衛生の

向上を目的とするといった内容で計上されております。１３８ページ、４款２

項２目小規模給水施設管理費でございます。川向営農用水施設の管理経費等に

ついて計上しております。２５年度に引き続き、中山間地域総合整備事業にて

浄水施設の整備を行うというための負担金１８００万円を計上しております。

管理経費につきましては受益者負担、使用料を充当して、工事負担金事業には

財政調整基金を充当するというものでございます。１３９ページ、４款３項１

目排水処理費でございます。雑排水処理施設の管理経費等を計上しております。

２６年度は隔年で実施しております施設の大規模改修、これは振内地区の処理

施設でございますが、これを実施するということで工事請負費で５３６０万円

を計上しております。１４０ページ、ここより５款の農林水産業費ということ

になります。５款１項１目農業委員会費です。これは農業委員会活動経費等に

ついて計上しております。１節報酬でございますが、農業委員１２名の報酬と

２６年選挙ということで選挙により定員が回復した場合の１名分を計上したた

め２５万６千円の増となってございます。１３節委託料は２年に１回実施して

おります現況重ね図の書き込みと農地基本台帳システム更新委託料の増により

まして４８万７千円の増となってございます。１４１、１４２ページは２目農

業振興費でございます。これは農業振興に係る各種事業費を計上している科目

です。４節共済費、７節賃金は経営所得安定対策事務職員に関する経費でござ

います。８節報償費１２８万円は農業研修生受入指導謝金ということで、これ

は道の支援がなくなりまして、２５年度は補正予算対応ということでございま
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したが、２６年度も平取町の単独事業として実施するという内容になってござ

います。１３節委託料は農地地図情報システムデータ更新業務委託料等の減と

いうことで４６万２千円の減となっております。１５節工事請負費は親水公園

水中ポンプ取替工事１７６万１千円を計上しておりますけれども２５年度実施

の有害獣侵入防止柵整備事業費の減ということで節といたしましては２億５２

３万９千円の大幅な減ということになっております。１９節負担金、補助及び

交付金は道営中山間地域総合整備事業町負担金の１９７４万円が減となってい

まして、青年就農給付事業交付金５２５万円の増などによりまして節としては

１２０２万９千円の減ということになっております。説明資料では１８ページ

に掲載されておりますのでご参照をお願いしたいと思います。次に１４３ペー

ジ、３目後継者対策費です。これは農業後継者対策として結婚相談員３名の報

酬、農村ふれあい事業補助金等について計上しております。１４４ページ、４

目畜産業費です。家畜共進会経費、軽種馬消流対策、畜産公社関係経費、町有

牧野管理経費等について計上しております。１３節委託料は新規に町営牧野鹿

柵整備委託料、これは牧柵の取り外し再設置に係る委託料ですが７６万２千円

を計上しております。それから町営牧野管理委託料は２５年度同額の２４００

万円を計上しております。１４節使用料及び賃借料は家畜運搬車の新規導入の

リース料の増ということで３１４万円の増となってございます。１５節工事請

負費でございますが鹿柵設置事業１８４７メートルを計上したため、５１６万

５千円の増となってございます。１４５ページ、５目山村振興等農林漁業特別

対策事業費でございます。１３節委託料は振内のトマトジュース工場の管理委

託料となっております。１４６ページ、５款２項１目林業総務費でございます。

みどり豊かな環境審議会経費、地域緑化推進経費について計上してございます。

２５年度と同額計上ということにしてございます。１４７ページ、２目林業振

興費です。民有林活性化等の関係経費を計上している科目でございます。１９

節負担金、補助及び交付金のカラマツ材利用促進事業補助金は２５年度同額の

２００万円を計上しております。民有林活性化推進事業補助金は造林推進補助

金が８７万８千円の増額となってございます。事業量といたしましては造林推

進４６ヘクタール、間伐推進１２０ヘクタール、下刈推進１５０ヘクタールを

計画しております。１４８ページ、３目治山治水費でございます。本町生活環

境保全林管理委託費及び小規模治山事業等について計上しております。１１節

需用費７４万８千円の増は修繕料の生活環境保全林遊具修繕料を計上したこと

によるものでございます。２６年度の治山事業は２５年度からの継続で貫気別

丸山地先が計画となっておりまして、１３節委託料の調査測量委託料及び１５

節工事請負費を計上してございます。１４９ページ、４目林道費でございます。

林道整備および維持管理経費、糠平幌尻線シャトルバス運行経費について計上

してございます。１１節修繕料では林道の小破修理を計上してございます。１

３節委託料は幹線林道ヌタップ線調査設計委託料が増加したことによりまし 

て、８５万９千円の増となってございます。１５節工事請負費は幹線林道ヌタ
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ップ線整備事業３２７０万円を計上しておりますが、２５年度で施工した林業

専用林道豊糠線が完了したことに伴いまして４９１０万円の減となってござい

ます。以上が５款農林水産業費の説明でございます。１５０ページ、６款商工

費を説明させていただきます。６款１項１目商工総務費でございます。１１節

需用費、消耗品費では悪徳商法注意啓発リーフレット等の作成費を計上したと

いうことから２７万円の増となってございます。１９節負担金、補助及び交付

金は２５年度同額を計上してございます。労働講座の補助金は北海道平取地区

連合への補助金となってございます。２１節貸付金は生活安定融資資金でござ

いまして、北海道労働金庫への預託金となってございます。融資額は預託金の

１．５倍、１件あたり貸付限度額は１５０万円となってございます。１５１ペ

ージ、２目商工振興費でございます。１９節負担金、補助及び交付金、商工業

活性化対策事業補助金１６０万円は商工まつり販売促進事業のへの補助金、平

取町商工会補助金１５６７万５千円の内訳ですけれども、これは職員人件費と

指導事業費の経営改善普及費分が１４７８万１千円、総合振興費、青年部・女

性部事業に係る一般事業費分が８９万４千円となってございます。２５年度同

額を計上しております。商工業振興事業補助金は地元購買促進、商店街美化事

業などへの補助金ということで１５０万円を計上しております。中小企業特別

融資の利子補給は平成２１年度からの既存貸付金及び新規分を見込み計上して

おりまして、１８５万７千円を計上してございます。預託額の２倍を融資枠と

して１件あたり貸付限度額５００万円としてございます。経営改善融資につい

ては新規１件分を見込みまして４２万７千円の利子補給額としております。貸

付額６００万円の利子、保証料相当額を計上しているところです。２１節貸付

金でございますが、これらの融資資金に係る預託金を計上しております。１５

２ページ、３目地場産業振興費でございます。１９節負担金、補助金及び交付

金１７０万８千円のうち１００万円は地域産業の振興に寄与すると認められる

試験研究及び施設の整備に関し補助するものとなっております。残り７０万８

千円は当該制度を利用して融資を受けた事業者への利子補給金となってござい

ます。１５３ページ、４目地域振興費でございます。市街地再開発に係る管理

経費等を計上しております。１１節需用費はみどりが丘中央線ポケットパーク

のプランター購入費を計上いたしましたので６万円の増となっております。１

９節負担金、補助及び交付金４万円でございますが、振内市街地近代化融資に

係る利子補給補助金となってございます。１５４ページ、６款２項１目観光振

興費でございます。振内山の駅ほろしり館管理運営費、観光協会補助金など観

光振興に係る経費を計上しております。８節報償費１０万円は２６年度新規事

業といたしまして平取町のＰＲキャラクターを作成するということにしており

ますが、全国公募した場合の採用者への謝礼となってございます。９節旅費は

イベント等の参加旅費の増ということで１５万円の増になっております。１１

節需用費３１万４千円の増、これもＰＲキャラクター関連消耗品、チラシ等の

作製経費の増が要因となっております。１２節役務費４１万円の増は国道沿線、
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議長 

議長 

ま ち づ く

り課長 

町有地の景観整備、草刈り業務手数料の増が主な要因になってございます。１

３節委託料はご当地ＰＲキャラクター制作委託料１０８万３千円を計上してお

りますが、２５年度に計上いたしました観光パンフ作成委託料が減となってい

るために、７１万２千円の減となってございます。１９節負担金、補助及び交

付金は観光協会補助金が２６０万円増の９４０万円となっておりまして、これ

はすずらん鑑賞会開催補助金が３０回目の節目となることから６０万円の増、

沙流川まつり開催補助金が温泉新築の記念開催ということで２００万円の増と

なってございます。１５５ページ、２目公園管理費でございます。本科目はす

ずらん群生地管理経費及び二風谷ファミリーランドをはじめ各公園の管理経費

について計上してございます。１１節需用費１４８万９千円の増は二風谷ファ

ミリーランド修繕料を当該費目に移行したことによる増となってございます。

１３節委託料はファミリーランドの管理が直営になったということによりまし

て、管理委託料１２００万円を計上したことから１２３３万８千円の増となっ

ております。１８節備品購入費はニセウエコランドのパークゴルフ場グリーン

芝刈り機の更新費用４６万３千円を計上しております。 

休憩します。再開は１１時５分とします。 

（休 憩 午前１０時４９分） 

（再 開 午前１１時 ５分） 

再開します。休憩前に引き続き、一般会計予算の説明をお願いします。まちづ

くり課長。 

ここからは７款土木費について説明いたします。７款１項１目土木総務費です。

９節旅費と１１節需用費は土木管理関係の事務費です。１９節負担金、補助及

び交付金において加盟団体への負担金を計上してございます。おります。１５

７ページ、２目道路維持費でございます。この科目は町道維持管理費用につい

て計上してございます。１１節需用費は消耗品等で路面整正用砂利、車輌タイ

ヤ、修繕料でライン引き、舗装補修など、例年どおりの規模で予算を計上して

ございます。１３節委託料は道路台帳整備委託料が１４６万８千円の増、新規

で道路路面清掃委託料が３１３万２千円増えたということによりまして、５７

８万３千円の増となってございます。１４節使用料及び賃借料は新規で冬期間

振内、貫気別地区に除雪用として配備する除雪ドーザー２台分のリース料３７

０万円、連絡車リース料７０万円が増えたことによりまして、４４０万円の増

となってございます。１５節工事請負費は町道舗装新設工事、川向町堺線舗装

２００メートル、町道補修等工事は荷菜福満線舗装補修ほか６か所を合わせて

２２６０万円を計上してございます。１５８ページ、２目道路新設改良費です。

２６年度新設改良事業として実施する継続事業の、荷菜原田分譲１号・２号線、
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荷負本村線、川向学校シラウ川線、２６年度から工事着手いたします去場墓地

高台線、川向町界線、本町山岸分譲線、この６路線に係る工事請負、設計委託

料、用地補償費、事務費について計上してございます。１３節委託料には２６

年度以降施工予定に係る荷負市街線調査設計、本町高橋線調査設計もあわせて

計上してございます。１５９ページ、７款２項３目橋梁維持費でございます。

１３節委託料で橋梁長寿命化修繕計画に基づきます点検業務委託料を計上して

おります。５４橋分の委託料となってございます。１６０ページ、７款３項１

目河川維持費でございます。普通河川に係る浚渫及び維持補修費等について計

上してございます。１１節需用費、修繕料は２５年度同額を計上しております。

１３節委託料にはタンノの沢、町民体育館前排水路、長知内ヤマダの沢の改修

に係る調査設計委託料を計上しております。このうち２６年度で実施いたしま

すタンノの沢護岸整備、町民体育館前排水路整備の工事請負費５００万円を工

事請負費に計上してございます。１６１ページ、７款４項１目住宅管理費でご

ざいます。町営住宅の維持管理経費について計上してございます。１１節需用

費、修繕料は資材費、労務費等の増嵩を見込みまして１６４万円の増を見込ん

でございます。１５節工事請負費は大規模内部改修を１戸減らしたということ

によりまして、２２５万円の減というふうになってございます。２目住宅対策

費、本科目はアイヌ住宅改良資金貸付金に係る経費及び２２年度から実施して

おります、住宅リフォームに関する経費を計上しております。アイヌ住宅改良

資金貸付金は新築住宅１軒分及び選考委員報酬などの事務費を計上しておりま

す。１９節負担金、補助及び交付金の住宅リフォーム促進助成金でございます

が、これはリフォームに係る経費の２分の１、４０万円を限度とした補助制度

ということで継続計上しておりまして、要望が多いということから２５年度に

比べ２００万円を増額計上いたしまして１５件分の改築に対応したいというふ

うに考えてございます。１６３ページ、３目住宅建設費でございますが、２６

年度は、振内上団地建設工事２棟４戸２ＬＤＫ及び付帯工事、それに係る解体

工事費６棟１８戸を計上してございます。１３節委託料は振内上団地地質調査

及び２７年度以降施工予定の去場団地敷地造成調査設計委託料を計上してござ

います。あわせて去場団地の用地買収に係る経費も計上しております。２２節

補償、補填及び賠償金は振内上団地移転費の助成金２０万円を計上してござい

ます。１６４ページ、８款１項１目消防費、日高西部消防組合負担金について

の計上でございます。負担金の内容につきましては予算説明資料の２５ページ

に基づきまして説明をさせていただきたいと存じます。予算資料の２５ページ

でございます。日高西部消防組合負担金についての説明でございます。組合全

体の平成２６年度予算総額でございますが、これは１．組合総括の中ほどに歳

出（Ａ）＋（Ｂ）＝（Ｃ）の欄がございますが、この右側に記載をしておりま

す１２億９１７１万５千円となってございます。内訳といたしましては議会費、

公平委員会費、監査委員会費を合わせた小計欄、議会費等が８６万８千円、消

防本部費が５６９８万３千円、ヘリ負担金といたしましては、３５万２千円と
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いうふうになってございます。共通経費合計といたしましては５８２０万３千

円となってございます。次に署・支署費等として署・支署費が６億２９７７万

４千円ということで、消防団費が４７４４万９千円、消防施設費が５億４７０

９万４千円となってございます。次に公債費等でございますが、公債費・予備

費として９１９万５千円で署・支署費と公債費等を合わせた額が（Ｂ）という

ことで１２億３３５１万２千円となってございます。両町の負担金合計額は、

歳出合計額１２億９１７１万５千円から本部経費は０でございますが、署・支

署歳入の１億９６７万５千円を控除した１１億８２０４万円となってございま

す。平取町の負担金については左側に記載のとおり３億４６８９万１千円とい

うことになっております。続いて平取支署における２６年度での主な予算内容

について説明いたしますので、下段の右側の表をご覧いただきたいと存じます。

共通経費は１８１５万２千円、平取支署費として１億９６８５万３千円となっ

ております。職員２２名分の人件費及び支署管理経費等を計上してございます。

２５年度に比べまして７１４万円の減となってございます。主な要因といたし

ましては退職者と新規採用者人件費の差額分ということになってございます。

次に消防団費でございますが、２２９４万７千円となっておりますけども、消

防団員１２８名に対する火災・訓練・警戒等における出動日当等を中心として

団員に係る所要経費を計上しております。次に消防施設費でございますが、２

億８３８万９千円を計上しております。２６年度は消防無線のデジタル化事業

を計上したということで規模が大きくなっておりまして、１億６９５４万５千

円の増額となっております。負担金合計といたしましては、無線デジタル化に

係る国庫補助金、危険物取り扱い手数料などの歳入合計１億２８万５千円を差

し引いた３億４６８９万１千円となりまして、２５年度と比べまして７６２６

万６千円、２８．２％の増となっているところでございます。説明は以上です。

予算書１６５ページにお戻り願いたいと存じます。１６５ページ、２目災害対

策費でございます。防災関連経費について計上しております。１１節需用費、

消耗品費は新たに備蓄食糧等を購入するために１１１万２千円の増となってご

ざいます。１６６ページ、ここからは９款教育費について説明いたします。９

款１項１目教育委員会費でございますが、教育委員報酬及び費用弁償、委員長

交際費について計上してございます。前年同額でございます。１６７ページ、

１６８ページ、２目事務局費でございます。７節賃金１４６３万１千円は２３

年度から実施しております指導強化のための独自配置の生徒指導教員賃金を計

上してございます。９節旅費４６万３千円の減となっておりますけども、これ

は２５年度英語指導助手の帰国・赴任旅費が減ったということによるものでご

ざいます。１１節需用費５５万８千円の増でございますが、休日部活動送迎用

車輌が増車になるということによる燃料費等の増によるものでございます。１

３節委託料の増は平取高校福祉課程外部講師委託料が研修時間の増等によりま

して１５２万８千円増えるということによるものでございます。１７節公有財

産購入費は校務用パソコンの購入による償還費となってございます。１９節負
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担金、補助及び交付金はふるさと親子留学助成金が４世帯減ったということか

ら１４４万円の減となっております。平取高校通学費補助金７８３万７千円、

平取養護学校児童生徒送迎バス運行事業補助金２６０万円等も例年通り計上し

てございます。２１節貸付金６３６万円は奨学資金貸付金ということで継続貸

付が７名、新規貸付を１０名と見込んで計上いたしておりまして、１５０万円

の増額となってございます。１６９、１７０ページ、９款２項１目小学校管理

費でございます。小学校の管理経費について計上しております。７節賃金は、

障害のある児童生徒等の教育の充実を図るための学校特別支援教育支援員賃金

これは昨年６名分を８名に増員するということから３１４万３千円の増となっ

てございます。４節共済費もそれに伴いまして６１万５千円の増となっており

ます。１１節需用費は燃料費、光熱水費の単価増に伴いまして１７２万２千円

の増となっております。１３節委託料３１６万２千円の増でございますが、こ

れは業務補助員１名の増員に伴う経費、これは賃金からの移行でございます。

経費が２２１万９千円、児童生徒輸送スクールバス運行委託料の増分１２１万

４千円の増が主な要因となってございます。１４節使用料及び賃借料は新規で

学校遊具のリース料等の増によりまして４７万６千円の増となっております。

１５節工事請負費は継続でバス停留所の設置１か所１０５万円、貫気別小学校

グランドの側溝改良が３９０万円、教員寮解体工事７００万円と学校トイレの

洋式化８２０万円等に係る工事請負費２０１５万円を計上しております。１８

節備品購入費は平取小学校児童用机・椅子の購入費３５０万円が新規分という

ことでの計上になってございます。１７１ページ、２目小学校教育振興費でご

ざいます。１７節公有財産購入費４万６千円は児童用パソコン９４台分の購入

費に関する償還費となってございます。５年間の債務負担行為となってござい

ます。１８節備品購入費は改訂版社会科副読本２８７万３千円、小学校指導書

３３０万円を新規計上しているところです。２０節扶助費は要保護・準要保護

児童援助費として学用品、修学旅行費等について援助するものでございます。

１７２ページ、３目小学校建設費でございます。１５節工事請負費は二風谷小

学校の老朽化による改修工事ということで、校舎・屋体の塗装、屋根の防水、

塗装を行うものでございます。１７３ページ、１７４ページ、９款３項１目中

学校管理費でございます。中学校の管理経費について計上してございます。４

節共済費、７節賃金は学校特別支援教育支援員を１名から２名に増員設置する

ということでの賃金で１５２万３千円、共済費で３４万２千円の増額となって

おります。１１節需用費は燃料費の単価アップが要因で８５万７千円の増とな

っております。１５節工事請負費は教員住宅２棟２戸の浴室等改修６００万円、

振内中学校灯油タンク設置工事３００万円、平取中学校前庭舗装工事１００万

円であわせて１千万円を計上してございます。１９節負担金、補助及び交付金

は通学費補助金、部活動費交付金などを計上してございます。１７５ページ、

２目中学校教育振興費でございます。１７節公有財産購入費２万５千円は小学

校同様生徒用パソコン５４台分の購入費に関する償還費となっておりまして、
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５年間の債務負担行為になっております。１８節備品購入費は２５年度計上の

柔道用畳購入費がなくなったということによって１００万６千円の減となって

おります。２０節扶助費は小学校費同様、要保護・準要保護費の学用品、修学

旅行費に係る援助費となってございます。１７６ページ、９款４項１目社会教

育総務費でございます。８節報償費は隔年実施の芸術鑑賞会の出演料、謝礼分

２００万円、放課後子ども教室が紫雲古津地区が増えるということによる教室

協力者の謝金２６６万５千円が増となってございます。１１節需用費は芸術劇

場や自然体験交流学習事業関連の消耗品、食糧費が増えたことで３１万円の増

となっております。１４節使用料及び賃借料２３万５千円はスポーツ観戦、芸

術鑑賞事業等の入場料を計上してございます。１９節負担金、補助及び交付金

は自治振興会補助金が３０万円の増額となってございます。１７７ページ、２

目公民館費でございます。公民館の管理運営について計上しております。１１

節需用費は光熱水費、公民館備品修繕料等の増で７２万１千円の増となってお

ります。１３節委託料は町有バス運行管理委託料の増６１万４千円の増となっ

ております。１４節使用料及び賃借料は連絡車の更新に伴うリース料の計上に

よりまして７３万４千円の増となっております。１５節工事請負費１１００万

円は公民館大ホールのエアコン設置のための工事経費を計上してございます。

１７８ページ、３目文化財保護費でございます。この科目は文化財審議会、重

要文化的景観保全事業、二風谷アイヌ文化博物館管理経費、アイヌ文化体験学

習事業等について計上しております。９節旅費は重要文化的景観の２次選定に

向けた旅費が増え２０万５千円の増となっております。１１節需用費は２５年

度実施のポンチセなどの屋外展示物の修理の減によりまして１６３万２千円の

減となっております。１２節役務費は２５年度計上の文化的資料の殺菌、殺虫

燻蒸等にかかる手数料が減としたことによりまして１０６万６千円の減となっ

ております。１８節備品購入費は博物館記念スタンプ、民芸品購入促進ＰＲ袢

纏の購入によりまして１１７万７千円の増となってございます。１７９ページ、

４目埋蔵文化財保護費でございます。本科目では２５年度対比で６２１２万４

千円の増となっておりますけれども、これは平取ダム建設事業に伴います豊糠

８遺跡の発掘についての国土交通省からの委託を受け実施するための費用とい

うことでございまして、７１１２万５千円のうち７０４２万５千円が、共済費

３３万８千円、賃金１９５万２千円、旅費３万６千円、需用費５７万１千円、

役務費６万９千円、委託料６６４２万円、使用料１０３万９千円の国の受託を

する経費ということでの計上になっております。ほかの分につきましては歴史

館独自の埋蔵文化財発掘に係る事前準備等に係る経費７０万円を単独事業とい

うことで計上しているところでございます。５目沙流川歴史館管理費でござい

ます。これは管理経費について計上しております。１１節需用費、印刷製本費

は歴史館だより、歴史館年報の経費について例年通り計上しております。６目

図書館費、図書館の管理に関する経費を計上しております。１２節役務費は２

５年度計上いたしました図書館システム検索端末回線光化手数料の減によりま
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して２９万３千円の減となっております。１３節委託料９１万円の増でござい

ますが、これは新たに更新する図書館システムの保守委託料の増分となってお

ります。１４節使用料及び賃借料も新たな図書館システム導入に係るシステム

使用料１３７万５千円を計上したことによりまして１２６万１千円の増となっ

ております。１８節備品購入費は６万２千円増の図書購入等の費用２５６万２

千円を計上してございます。１８２ページ、９款５項１目保健体育総務費でご

ざいます。スポーツ振興等に係る経費について計上しております。１９節負担

金、補助及び交付金は新規で２６年度平取町で開催予定の日高西部少年野球大

会補助金１２万円を計上してございます。各種全道大会出場補助金につきまし

ては実績等により５０万円を計上しております。１８３ページ、２目体育施設

費でございます。これは町民体育館、振内青少年会館、貫気別町民センター、

旧荷負小学校の管理経費及び町民プールに係る管理経費について計上しており

ます。１１節需用費は２５年度で計上した修繕料で貫気別町民センター消火栓

の改修費用１８０万円がなくなったことから、２０４万７千円の減というふう

になってございます。１３節委託料は各施設での管理委託料の計上と２６年度

事業といたしまして町民グランド調査設計委託料を計上したということから３

６０万７千円の増額ということになってございます。１５節工事請負費は町民

体育館、振内青少年会館のトイレの洋式化工事で２０４万円を計上しておりま

す。２５年度実施しました旧荷負小学校体育館暖房整備工事３００万円及び貫

気別町民センター屋根葺き替え工事８８０万円等がなくなったということで工

事費としては１０６８万円の減という状況になってございます。９款６項１目

の学校給食費でございます。学校給食を提供するための管理経費を計上してお

ります。１１節需用費１２５８万８千円を計上しております。これは２５年度

実施分の各校の給食用機器修繕、シンク蛇口取替え修繕料が減ったということ

によりまして６１万６千円の減となっております。１３節委託料は貫気別小学

校で給食調理業務を委託というかたちにするということによる委託料２２１万

８千円が新規計上になってございます。１８節備品購入費は振内小学校消毒保

管機ほかで５１４万円の計上となってございます。これも昨年計上しました二

風谷小学校食器洗い機、平小の冷凍冷蔵庫の予算が減となったことから備品と

しては６５０万円の減となってございます。１８５ページ、１０款１項１目現

年発生災害復旧費でございます。本科目は災害時の応急復旧費用等について計

上してございます。１８６ページ、１１款１項１目元金でございます。元金に

つきましては７億１１５８万８千円ということで次のページの利子でございま

すが、この利子の長期債償還利子７６７４万７千円でございまして、この元金

とあわせて長期債に関わる元利償還金となってございます。２５年度に比べま

して、元金で１３６１万１千円、利子で１９５万３千円の減額となっておりま

す。なお、各起債の償還予定、現在高については２０６ページに記載をしてお

りますのでのちほどご一読いただければというふうに思っております。１８７

ページ、これは今説明したとおりでございます。このうち一時借入金利子とし
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て１５０万円を計上してございます。１８８ページ、１２款１項１目国民健康

保険病院特別会計繰出金でございます。収益的収支に対する繰出金２億７千万

円、資本的収支に対する繰出金２３５９万１千円のあわせて２億９３５９万１

千円となってございます。１８９ページ、２目簡易水道特別会計繰出金７３０

６万１千円でございます。公債費分に対する繰出金４６０２万円、高料金対策

としての人件費・建設改良費分に対する繰出金、これが２７０４万１千円とな

っております。２５年度に比べまして公債費分が４７万５千円、高料金対策分

が１６８１万５千円の増額となることから、あわせて１７２９万円の増という

計上になってございます。１２款２項１目平取町財政調整基金積立金となりま

すけれども、この１目から８目を除きます１９８ページまでの９目の平取町地

域雇用創出基金積立金に関しましては、金融機関預け入れ等の利率を０．１３％

として積算してございます。１目財政調整基金につきましては条例に基づく２

００万円もあわせて積み立てをするということで計上させていただいておりま

す。とびますけども１９７ページをお開き願います。１２款２項８目平取町金

券基金積立金でありますが、過去の決算の実績から２５年度に比べまして１０

０万円を増額させていただきまして、６００万円の積み立てを行うということ

にしております。子育て支援医療助成金等に対し金券を発行する事業の内容と

なってございます。１９９ページ、１３款１項１目予備費ということで、２５

年度同様の５００万円を計上しております。次のページ、２００ページでござ

いますが、これは２５年度予算では設定されていて、２６年度で廃止となった

というような予算科目になっておりますのでご承知おきを願いたいと思いま 

す。以上で歳出の説明を終わらせていただきます。続いて歳入の説明を行いま

すので、予算書の１１ページをお開き願いたいと思います。１１ページ、歳入

でございます。１款１項町民税１目個人１節の現年度課税分でございますが、

均等割は納税義務者２２９３人といたしまして税率が３５００円、収納率９ 

８％で７８６万４千円を見込んでおります。所得割は農業所得などの若干の伸

びなどを考慮いたしまして、課税所得を３６億３２１０万円、平均税率を６％

とした算出税額を２億１７９２万６千円としまして、これから住宅借入金等の

控除分を差し引いた額に収納率９８％を乗じた２億１２５８万８千円としてご

ざいます。２５年度に比べまして９２９万６千円の増となってございます。滞

納繰越は収納率を１２％といたしまして、２３２万８千円を計上してございま

す。１２ページ、１款１項町民税２目法人１節の現年課税分でございますが、

均等割は２５年度中における事業所の廃止、新規設立を見積りまして、２５年

度と比べまして１社少ない１２８法人、１０６４万円を計上してございます。

法人税割は、平成２４から２５年度の確定申告等の状況から１千万４千円、２

５年度予算対比で１３３万５千円の増と見込んでございます。１３ページ、１

款２項１目固定資産税１節の現年課税分でございますが、土地については２５

年度中の地目変更等を積算しまして、課税標準額を１９億６３７１万５千円と

いたしまして、税率を乗じた算出税額から生保等の減免税額を控除した調定見
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込み２７１８万円といたしまして、これに収納率９６％とし収入見込みを２６

０９万２千円としているところでございます。家屋は平成２５年度中の新増築、

滅失等を積算いたしまして、課税標準額を５１億２０８５万８千円といたしま

して算出される税額に新築等の減免額を控除いたしまして収納率９６％を乗じ

た６７１４万５千円としてございます。償却資産は、新たな設備投資が若干見

込めるということから、課税標準額を２５年度対比で１億５００７万１千円増

ということでの５３億７７２８万６千円としまして、税率を乗じた算出税額に

収納率９６％としまして収入見込みを７２２７万円としてございます。現年分

では２５年度に比べて２３４万９千円の増という計上になってございます。滞

納繰越分は収納率を１２％として、４５３万４千円としてございます。１４ペ

ージ、１款２項２目国有資産等所在市町村納付金及び交付金でございます。こ

れは国等が所有する収益的な事業に使われる資産ということで固定資産税の代

わりに交付されるという内容のものです。これはすでに確定した数値を予算と

して計上してございます。１５ページ、１款３項１目軽自動車税でございます

が、平成２５年度中の新規登録、抹消等をもとに課税台数全体で２６５８台、

軽自動車は１７５５台を見込んでおります。現年課税分で２５年度対比、２６

万８千円増の１０２４万２千円を見込んでございます。１６ページ、１款４項

１目町たばこ税でございますが、旧３級品は平成２５年度決算見込から１２１

万１２３０本としまして、税率を乗じ調定額で３０２万２千円と見込んでおり

ます。旧３級品以外は２５年度の決算見込みから、７６０万１６０本といたし

まして、税率を乗じ調定額を３９９９万２千円と見込んでございます。１７ペ

ージ、１款５項１目入湯税でございますが、これはびらとり温泉の改築に伴い

まして７月からの宿泊者分の６３００人、税率１５０円で９４万５千円を見込

みまして、７月までの現在の施設での利用者を３１２０人、税率５０円と見込

みまして１５万６千円とし、あわせて１１０万１千円を計上してございます。

１８ページ、２款１項１目地方揮発油譲与税でございますが、平成２５年度決

算見込み数値に、地方財政計画等から予想されます推定交付率を乗じまして２

２００万円と見込んでおります。２５年度対比で１７０万円の減となってござ

います。１９ページ、２款２項１目自動車重量譲与税でございます。これは国

税としての重量税を道路延長、面積に応じまして３分の１が地方に交付される

という内容でございます。２５年度決算見込みから消費税増税前の特需も終わ

るということも考慮した地方財政計画等から予想される交付率を加味して、２

５年度４７０万円減の５４００万円を計上してございます。２０ページ、３款

１項１目利子割交付金でございます。これは貯蓄などに伴いまして生じる利子

の額に応じて徴収される利子課税のうち、５％は道民税、このうち５分の３は、

市町村の個人道民税の額に応じまして市町村に配分される内容となってござい

ます。平成２５年度決算見込みに地方財政計画の推定交付率を加味しまして１

３０万円としております。１０万円の減というふうに見込んでございます。２

１ページ、４款１項１目配当割交付金です。これは上場株式等の配当に対し道
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が課税し、そのうち１００分の６４．６％が市町村に交付されるという内容で、

これも決算見込み、地方財政計画の推定交付率から前年同額の４０万円という

ふうに見込んでおります。２２ページ、５款１項１目株式等譲渡所得割交付金

でございます。これは道税のうち３分の２が市町村に交付されるという内容に

なってございまして、平成２５年度決算見込数値に、これも推定交付率をかけ

て前年同額の１５万円というふうに見込んでおります。２３ページ、６款１項

１目地方消費税交付金です。消費税は２６年度の改正で、国分が６．３％、そ

れとあわせて地方分１．７％が徴収されるということになりまして、地方分の

２分の１が都道府県に、残りの２分の１が人口と従業者数の割合で市町村に分

配されるということになります。これは国から道を通じて交付されるというこ

とになりますけども、平成２５年度決算見込み数値に、地方財政計画等から予

想される推定交付率から推計しまして前年度と比べ３０５万円多い６５８０万

円と見込んでございます。２４ページ、７款１項１目ゴルフ場利用税交付金で

す。これはゴルフ場の利用者数を今年度の実績から推計しまして、１万１５０

人と見込み、税率４００円から道税を控除した９５％の額、これに１０分の７

を乗じた２７０万円、前年度同額を見込んでございます。２５ページ、８款１

項１目交通安全対策特別交付金です。これは交通違反の反則金を財源として交

付されるものでございまして、過去の収入実績から前年度同額の１２０万円を

見込んでございます。２６ページ、９款１項１目地方特例交付金です。これは

国の恒久減税等による市町村の減収分として交付されるもので、これも前年度

同額を見込んでございます。２７ページ、１０款１項１目地方交付税でござい

ます。まず普通交付税でございますがこれは２７億６３００万円で２５年度比

較で８９００万円の増というふうに見込んでございます。これは国の２５年度

の地方財政計画におけます交付税総額は１６兆８８５５億円ということでござ

いまして２５年度に比べまして、１．０％の減ということになってございます

が、平取町の２５年度の決算見込額が２９億５８５７万６千円となっているこ

とから、この見込額ですとか新単位費用などの入手可能な情報を元に、算定表

に置き換えて算定した数値となってございます。従って当初予算比較では３．

３％の伸びとなってはございますけども、２５年度決算見込みと比較すると６．

５％の減といったような予算計上となってございます。特別交付税につきまし

ては２５年度当初と比べまして３１００万円の減という見積りになっておりま

す。これは、２５年度事業の有害獣進入防止柵整備事業の特殊事情がなくなる

といったことを加味した計上にしてございます。２８ページ、１１款１項１目

自動車取得税交付金でございます。これは道税収入の内の９５％の１０分の７

が市町村に交付されるという内容でございます。平成２５年度決算見込み及び

消費税増税前の駆け込み需要がなくなるというようなことも想定した地方財政

計画での推定交付率から前年より２３％減するということで、３００万円減の

１千万円を計上してございます。この税金につきましては２７年度廃止の方向

で検討されているものでございます。２９ページ、１２款１項１目農林水産業
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費分担金です。これは２５年度から本格的な事業が始まっております道営中山

間地域総合整備事業の事業に係る受益者負担金２１万円となってございます。

３０ページ、１２款２項１目民生費負担金１節児童福祉費負担金です。これは

常設保育所、へき地保育所に係る保育料となってございます。常設保育所負担

分は所得基準に基づいての徴収となりますけれども、国の基準から算出した額

３９５６万７千円から平取町の軽減分といたしまして１５００万円を控除した

２４５６万７千円を計上しております。へき地保育所保護者負担分につきまし

ては１人目７千円、２人目以降５千円、３人目以降３５００円として４７名分、

３６２万４千円を計上してございます。滞納繰越分は１０４万１千円としてお

りまして、総額で２９２３万２千円を計上しているところでございます。３１

ページ、１３款１項１目総務使用料でございます。１節単身者住宅使用料は振

内の単身者住宅の使用料で、月額２万７千円の１２戸分、空室等を考慮いたし

まして９５％の稼動率として前年同額の３６９万３千円を見込んでおります。

２節情報通信施設使用料、光ファイバー回線の使用料となっておりまして、内

訳といたしましてはインターネット回線としてＮＴＴに貸し出す分、これは１

戸あたり月額７５６円、これを１２か月の８３０件分７５３万円としてござい

ます。振内・貫気別分の局の通信設備保管料もＮＴＴから徴収するということ

で４４万２千円をあわせて計上しております。携帯電話の伝送路使用料はＮＴ

Ｔドコモとソフトバンクモバイル２社の分でございまして、芽生の３局分月額

７５６円の１２月分、５万４千円を見込んでおります。ケーブルテレビ使用料

は地上デジタル放送を光ファイバーの引き込みによって視聴する世帯の使用料

といたしまして、毎年１万円の３か間を徴収するということにしておりますが、

その分の２６年度分１０９件分１０９万円を見込んでございます。３２ページ、

１３款１項２目民生使用料ですが、１節老人福祉寮使用料は貫気別の老人福祉

寮の使用料で入所者月額７千円の６名、寮母が１万円の使用料を計上しており

ます。２節生活館使用料、３節共同作業場使用料、４節ふれあいセンターびら

とり使用料については過去５か年の収入実績を基に計上してございます。３３

ページ、１３款１項３目衛生使用料ですけれども、墓地使用料と斎場使用料で

２５年度同額の６０万円を計上してございます。３４ページ、１３款１項４目

土木使用料でございます。１節から５節の各施設の使用料は実績等により計上

しております。町営住宅使用料は平成２５年度の実績から、３５８戸分の使用

料と滞納分を見込んでございます。新築住宅４戸、解体１８戸の増減等も加味

して、１０１万５千円の増としてございます。５節排水処理施設使用料は、２

３年度から従量制としてございますけれども、実績等により１９万２千円減の

２７７８万円を見込んでおります。３５ページ、１３款１項５目教育使用料で

すが、１節体育施設使用料、２節アイヌ文化博物館使用料、３節公民館使用料

につきましては２５年度の実績からそれぞれ見積っておりますけども、２節の

アイヌ文化博物館使用料につきましては通常より２千人ほど入館者数が減して

いるということで、２５年度対比で１３０万円の減ということでの計上になっ
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てございます。３６ページ、１３款１項６目農林水産使用料ですけれども、こ

れは町営牧野の使用料、２５年度実績を基に積算しておりまして、２５年度よ

り１７万６千円減の４７５万９千円を見込んでございます。３７ページ、１３

款１項７目商工使用料でございます。１節鉄道記念館使用料、２節義経資料館

使用料、３節山の駅ほろしり館使用料につきましては２５年度実績額を基に計

上しております。４節二風谷ファミリーランド使用料はびらとり温泉の改築に

伴いファミリーランド管理が直営になるということによりまして、キャンプ場、

パークゴルフ場、バンガロー使用料などを実績等により新たに計上してござい

ます。３８ページ、１３款２項１目総務手数料でございますが、１節徴税手数

料、２節戸籍住民登録手数料につきましては過去の実績額を基に計上してござ

います。３９ページ、１３款２項２目衛生手数料、畜犬登録手数料でございま

すが、これは２５年度実績額を基に３２万円を計上しております。４０ページ、

１３款２項３目農林水産手数料、農用地登記事務手数料で、農業経営基盤強化

促進事業嘱託登記手数料として２５年度実績を基に計上してございます。 

休憩します。 

   （休 憩 午前１１時５４分） 

   （再 開 午後 １時００分） 

再開します。午前中に引き続き一般会計の説明をお願いいたします。 

それでは引き続き説明を申し上げます。４１ページ、ここからは国庫支出金の

説明となります。１４款１項１目民生費国庫負担金、１節社会福祉費負担金、

障害者自立支援費負担金でございますけども、これは身体障害者厚生医療給付

金、介護・訓練等給費などの２分の１を充当する国庫負担金６７６６万７千円

となってございます。２節児童福祉費負担金は常設保育所運営に係る負担金と

なってございます。３節は児童手当に係る国庫負担金で、３歳未満児、３歳か

ら小６の第１子、２子、中学生それぞれの段階ごとに決めた率を基に積算され

てございます。４節保険基盤安定費負担金は、国民健康保険加入者の支援とな

る国庫負担金となってございます。４２ページ、１４款２項１目総務費国庫補

助金でございます。１節の財産管理費補助金、家賃低廉化事業交付金は町営住

宅の基準住宅料と、実質入居者のかかる住宅料との差額相当分について交付さ

れるものでございます。２５年度対比で３９５万６千円の増となってございま

す。対象住宅は２３戸となっております。２節企画費補助金、地域公共交通確

保維持改善補助金５６７万３千円でございますが、これは平取町地域公共交通

活性化協議会が実施いたしますデマンドバス運行事業に充当される補助金とな

っております。平成２５年度に計上いたしました地域新エネルギー等導入促進

対策費補助金が減ということで企画費補助金としては１４７８万５千円の減と
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なってございます。４３ページ、１４款２項２目民生費国庫補助金でございま

すが、１節の社会福祉費補助金、障害者自立支援補助金４２万５千円は内訳と

いたしまして地域生活支援事業について補助基準２１０万円の１８％、それか

ら障害者自立支援対策臨時特例交付金については障害区分認定に係る補助金９

万５千円の２分の 1 となってございます。過疎地域等自立活性化推進補助金９

６０万円でございます。地域文化資源活用交流産業推進事業、主に無料シャト

ルバスの運行に充当される補助金となってございます。臨時福祉給付金給付事

務費・事業費補助金は平成２６年４月から消費税が８％になるということにと

もなう、所得の低い方々への負担軽減のための臨時的な措置として、福祉給付

金を支給する事業でございまして、それに係る補助金となってございます。２

節児童福祉費補助金、子育て世帯臨時特例給付金給付事務・事業費補助金の支

援交付金でございますが、前節同様、消費税が８％へ引き上げられることによ

る、子育て世帯の影響を緩和しまして、消費の下支えを図る観点から、臨時的

な給付措置として国が実施するものでございまして、それに係る補助金となっ

てございます。これも充当率は１００％となってございます。４４ページ、１

４款２項３目衛生費国庫補助金、１節保健衛生費補助金でございます。合併浄

化槽設置に係る国の補助金となっておりまして、基準額３５万２千円のものが

８基、４４万１千円のものが２基、いずれも３分の１、合計で１２３万２千円

となってございます。後期高齢者検診事業に充当される健康増進事業の補助金

７０万円、がん検診事業に充当する感染予防事業補助金６０万円、これらは新

たに計上してございます。４５ページ、１４款２項４目土木費国庫補助金でご

ざいます。１節道路橋梁費補助金は、荷負本村線改良事業と川向学校シラウ川

線改良舗装事業のそれぞれの事業費の１０分の６．５の額を計上してございま

す。２節住宅建設費補助金は公営住宅建設事業、振内新団地２棟４戸でござい

ますが、これの事業費の基準額の４５％、解体分につきましては５０％を計算

しておりまして、３９４４万円の計上ということになってございます。４６ペ

ージ、１４款２項５目教育費国庫補助金でございますが、１節はへき地児童の

心臓検診費用への補助金４万５千円、２節社会教育費補助金７０５万円でござ

いますが、これは文化的景観保護推進事業補助金といたしまして２５年度に引

き続き２次選定へ向けての調査費用等に充当するための補助金となってござい

ます。４７ページ、１４款３項１目総務費国庫委託金でございますが、１節総

務費委託金は平取ダム建設に係るアイヌ文化の保全対策に関する調査業務の国

からの委託料となってございます。調査範囲等の拡大もあり２５年度対比で４

３２万９千円の増となってございます。２節戸籍住民基本台帳費委託金でござ

いますが、これは中長期で在留する外国人登録事務に関する国からの委託金と

なってございます。４８ページ、１４款３項２目民生費国庫委託金でございま

すが、１節、２節は国民年金事務、特別児童扶養手当事務に関する国からの委

託金という内容となってございます。４９ページ、１４款３項３目商工費国庫

委託金ですが、１節商工費委託金は二風谷ダム周辺の環境維持管理に係る国か
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らの委託金となってございます。５０ページ、１４款３項４目教育費国庫委託

金でございます。１節沙流川歴史館管理委託金は歴史館の管理に係る国からの

委託金でございまして、前年度より２万円減の７８６万７千円となっておりま

す。２節埋蔵文化財発掘調査費委託金７０３８万６千円でございますが、これ

は国からの委託によりまして、平取ダム建設事業に係る豊糠８遺跡の発掘経費

に充当されるものでございます。以上が国庫支出金の説明となっております。

次からは道支出金になります。５１ページ、１５款１項１目民生費道負担金で

ございます。１節から４節の国民健康保険基盤安定費負担金まで、国庫負担金

で説明いたしました内容についての国・道の負担区分に係る道の負担について

計上しておりますので説明は省略させていただきます。４節の後期高齢者医療

保険基盤安定費負担金は後期高齢者医療特別会計繰出金の保険基盤安定分２１

８３万９千円の４分の３が交付されるものでございます。５２ページ、１５款

２項１目総務費道補助金でございます。１節財産造成費補助金でございます。

これは町有林造成に係る補助金ということで、造林８．８ヘクタール、下刈４

８．０３ヘクタール、除間伐等が１１５ヘクタール、森林保護、野ねずみ駆除

が２４９ヘクタール、これらに対して交付されるものとなっております。２節

企画費補助金の電源立地地域対策交付金でございますが、岩知志発電所の所在

町として交付されておりまして、これは国保病院の繰出金に充当を予定してご

ざいます。土地利用規制等対策事業市町村交付金は国土法の土地届出事務に交

付されるものでございます。５３ページ、１５款２項２目民生費道補助金でご

ざいますが、１節社会福祉費補助金の重度心身障がい者医療費補助金は医療費

に、民生委員活動費補助金は活動費に対し、子ども発達専門支援事業費補助金

及び発達支援センター事業補助金は子ども発達支援センター運営費に充当され

る補助金となってございます。同節は、平成２５年度に実施しましたアイヌ文

化・地域産業創造事業の緊雇用創出推進事業に係る補助金がなくなったという

ことによりまして節としては８３４万円の減ということになってございます。

２節老人福祉費補助金は老人クラブ運営費に充当する補助金となってございま

す。３節生活館補助金でございます。二風谷生活館の大型館１館とその他１１

館に対する運営費等の補助金となっております。同節は、２５年度実施いたし

ました荷負・小平生活館の改修に係る補助金がなくなったということで１４６

６万１千円の減ということになってございます。４節児童福祉費補助金の医療

費補助金は、乳幼児、ひとり親家庭等医療費に充当されます。子育て支援対策

臨時特例交付金４００万円は、へき地保育所の保育士の人件費に充当されるも

のです。また同交付金、安心こども基金３２４万円は、振内保育所の改修工事

に充当されるものです。放課後子どもクラブ推進事業費補助金１７４万１千円

はふれない児童クラブ運営費に充当される補助金となってございます。５４ペ

ージ、１５款２項３目衛生費道補助金 1 節保健衛生費補助金、地域づくり総合

交付金７５万円、これはエゾシカ駆除経費に対しての補助金となっておりまし

て、この節で２５年度にありました健康増進に関する検診の無料クーポン事業
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等に充当される補助金がなくなったということで、節としては２２７万４千円

の減となっております。５５ページ、１５款２項４目農林水産業費道補助金で

す。１節農業費補助金、これは額の大きなものを主に説明させていただきます。

中山間直接支払は２５年度同額の３９０３万３千円、北海道地域づくり総合交

付金は新規参入者就農促進対策事業補助金に充当されまして、これも２５年度

同様の１８００万円を計上しております。経営所得安定対策直接支払推進事業

補助金は３２万３千円減の５３３万６千円の計上となっております。経営体育

成支援事業補助金は農家の経営拡大のための設備投資に対し融資を受けた場合

の自己負担分に助成される補助金となっておりまして、２６年度におきまして

は対象者が２名増え４名となることから６００万円の増、１２００万円を計上

してございます。青年就農給付金事業交付金は、対象者が１２名で２５年度よ

り５２５万円増の１８００万円を計上してございます。２５年度実施の鳥獣被

害防止総合対策交付金がなくなったことにより節としては１億３０５万３千円

の減となってございます。食料供給基盤強化特別対策事業補助金２９７万円は

中山間地域総合整備事業の受益者負担軽減のために交付されるものでございま

す。３節林業振興費補助金、２１世紀北の森づくり推進事業費補助金は２５年

度より５４万１千円減の４０４万８千円を計上しております。４節に関しまし

ては２５年度に引き続き小規模治山事業貫気別丸山地先の１１００万円を計上

しております。５節林道費補助金は継続事業で幹線林道ヌタップ線改良事業補

助金１６６７万７千円を計上しているところでございます。５６ページ、１５

款２項５目商工費道補助金です。１節商工費補助金、これは消費者行政活性化

交付金ということで悪質商法防止対策のリーフレット作成等に充当される補助

金となってございます。５７ページ、１５款２項６目土木費道補助金です。１

節住宅改良費補助金でアイヌ住宅改良資金貸付事業に対しての補助金で対象事

業費の４分の１が交付されるものでございます。５８ページ、１５款２項７目

教育費道補助金、１節社会教育費補助金、放課後子ども教室推進事業補助金は

貫気別、二風谷地区で実施されている教室の運営費等に対し交付されるもので

ございまして、２６年度新たに紫雲古津地区も実施されるということから１７

１万８千円の増ということになってございます。５９ページ、１５款３項 1 目

総務費道委託金です。１節から４節については説明欄記載の委託金について計

上させていただいております。２節の道民税徴収委託金６８８万７千円は納税

義務者数に単価をかけて交付されるものでございます。５節選挙費道委託金は

２７年４月に執行される知事道議選挙費の委託金５６０万１千円となってござ

います。６０ページ、１５款３項２目農林水産業費道委託金です。道営農業農

村整備事業補助監督等委託金は道営事業の補助監督等に係る委託金、それから

家畜伝染病予防手数料徴収事務委託金は家畜の検査にともなう手数料の徴収に

係る道からの委託金ということになってございます。６１ページ、１６款１項

１目財産貸付収入１節土地建物貸付収入です。土地貸付料は一般貸付分１５０

件のほか、ほくでん、ＮＴＴの電柱等の貸付料となっておりまして、５６５万
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円を計上しております。建物貸付料は一般貸付２１件分、新規就農住宅等の貸

付料を見込んで１１５６万６千円としております。公宅貸付料は職員住宅貸付

料１５４戸分、２１５９万５千円を計上しているところでございます。６２ペ

ージ、１６款１項２目利子及び配当金です。財政調整基金及び各種特定目的基

金の利子について計上しております。預金利率０．１３％にて積算しておりま

す。６３ページ、１６款２項１目不動産売払収入、１節不動産売払収入、土地

売払代５００万円の増でございます。これは２６年度分譲開始を予定しており

ます、二風谷に造成する移住定住促進分譲宅地売払代５０万円１０区画分を見

込んだものでございます。２節その他の不動産売払収入では、町有林の立木売

払代金を見込んでおります。２５年度対比で２千万円の増ということでの計上

になっております。６４ページ、１６款２項２目物品売払収入です。町史等の

売払い１万円及び、畜産公社の家畜運搬車の払い下げ代金７４万１千円を見込

んでございます。６５ページ１７款１項１目１節寄付金です。これは一般寄付

及びふるさと寄付金を見込んで計上してございます。６６ページ、１８款１項

１目１節平取町財政調整基金繰入金です。これは平成２６年度予算における財

源調整のための繰り入れということになりますが、充当事業といたしましては

川向営農用水施設整備事業ということになっております。６７ページ、１８款

１項２目１節沙流川ダム地域振興基金繰入金です。充当事業としましては予算

説明資料の１４ページをご覧いただきたいと存じますが、防犯灯ＬＥＤ整備事

業から貫気別小学校敷地排水整備事業までの１１事業に充当を予定しておりま

す。１億６６００万円を計上しております。６８ページ、１８款１項３目１節

平取町地域雇用創出基金繰入金です。昨年に引き続き臨時職員４名と町有林管

理のための臨時的な人件費に充当を予定してございます。６９ページ、１９款

１項１目１節繰越金、前年度繰越金３千万円を計上しております。２５年度予

算における繰越金は繰り越し事業の一般財源を除きまして８千万円程度の繰り

越しを見込んでいるというところでございまして、差額分については留保財源

とさせていただくものでございます。７０ページ、ここからは諸収入の説明に

なります。２０款１項１目１節延滞金。これは町税延滞金を見込んで計上して

おります。７１ページ、２０款２項１目１節預金利子でございます。これも実

績等から見積もり２５年度より５万円減の２５万円を計上してございます。７

２ページ、２０款３項１目１節国民健康保険病院特別会計貸付金元利収入です。

２２年度、国保病院に貸し付けた４４００万円に係る元利償還金となっており

ます。７３ページ、２０款４項１目１節社会福祉資金貸付金元利収入１９０万

円は滞納を含めない償還分を１７０万円とし、滞納分を４０万円の５０％の収

入見込で１９０万円を計上してございます。７４ページ、２０款４項２目１節

中小企業融資資金貸付金元利収入でございます。特別融資、経営改善融資の新

規、既存分預託金の収入を計上しております。７５ページ、２０款４項３目１

節公社融資資金貸付金元利収入でございます。畜産公社への貸付金に係る元利

収入を計上しております。７６ページ、２０款４項４目１節住宅改良資金貸付
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金元利収入です。アイヌ住宅改良資金貸付金の元利償還金を計上してございま

す。７７ページ、２０款４項５目１節勤労者生活安定融資資金貸付金元利収入

は、預託金収入を計上してございます。７８ページ、２０款４項６目１節振内

歯科診療所運営資金貸付金元利収入は、貸付金に係る償還元利収入を計上して

ございます。７９ページ、２０款４項７目１節平取町奨学資金貸付金元利収入

は、奨学資金９名分の償還金を計上してございます。８０ページ、２０款４項

８目二風谷民芸組合運営資金貸付金元利収入４８０万６千円でございます。こ

れは二風谷民芸組合が行うアイヌ伝統工芸品産業支援振興事業の資金繰り資金

として一時貸し付けを行うことによる貸付金の元金収入ということになってご

ざいます。８１ページ、雑入でございます。１節企業負担金、これは平取町畜

産公社からの負担金で、人件費分１０７２万２千円、事務所費４０万円という

内訳になってございます。２節雑入につきましては主なものを説明させていた

だきます。まず一番上の平取町社会福祉協議会負担金、これは２５年度より５

０万円増の６８０万円を計上しております。次にアイヌ文化振興・研究推進機

構委託金でございます。これはイオル再生事業に係る委託金でございまして１

０１５万円を計上しております。それから、いきいきふるさと推進事業助成金

３５０万円になりますが、中ほどにありますけどもこれは沙流ユーカラ街道活

性化事業及び国際交流事業に充当される補助金となっております。それから豊

糠・幌尻林道シャトルバス利用料、これは３２００名の利用を見込みまして１

１２０万円を計上しております。それから市町村振興宝くじ交付金２００万円

でございますが、これは図書の購入に充当されるものでございます。それから

下から３番目の二風谷ファミリーランド施設収入でございますがこれは直営に

なるファミリーランドの管理によりまして売店収入、それからバッテリーカー

収入を主に見込んでおります。それから８２ページの北海道市町村振興協会助

成金１４１万９千円は防災備品購入費に充当されるものになっております。上

から３番目、リニューアルしましたびらとり温泉の指定管理者からの納付金と

いうことで雑入で３５０万円を見込んでおります。それから下から４番目でご

ざいますが、これも２５年度も補正にて対応しておりましたけども日高西部鳥

獣被害防止対策協議会負担金ということで１２２０万円、これは鹿捕獲等の経

費に充当されるということでございます。主なものは以上でございますけども、

雑入といたしましては２５年度に比べまして３４７万２千円の増額見積りとな

ってございます。８３ページ、ここからは町債となります。２１款１項１目１

節総務債、二風地区の分譲宅地造成事業に５２５０万円、２５年度から始めま

した民間賃貸共同住宅整備費助成事業に２千万円を充当する予定です。これは

どちらも過疎債を予定してございます。８４ページ、２１款１項２目農林水産

業債１節農業債２９７０万円は農業者就農促進対策事業の助成金、新規就農者

用リース農場整備、中山間地域総合整備事業に２５年度と同様に充当するもの

でございます。いずれも過疎債を予定してございます。２節林業債は貫気別丸

山地先小規模治山事業に充当しております。治山事業は一般単独債を予定して
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ございます。８５ページ、２１款１項３目土木債１節道路橋梁債は荷負本村線

改良事業から荷負市街線拡幅事業までの７路線の整備事業に１億１１５０万円

を充当予定です。いずれも過疎債を予定してございます。２節住宅債５３５０

万円は公営住宅建設事業、振内上住宅団地への充当を予定しております。これ

は住宅債を予定してございます。８６ページ、２１款１項４目１節消防債は、

消防施設整備事業、消防無線デジタル化整備事業に９９９０万円の充当を予定

しております。これも過疎債を予定してございます。８７ページ、２１款１項

５目１節教育債５００万円は学校給食用備品の整備に充当を予定しておりま 

す。これも過疎債を予定しております。８８ページ、２１款１項６目臨時財政

対策債でございます。交付税の性格をもつ臨時財政対策債でございますが、２

６年度の地方財政計画では９．９％の減という見込みになっておりますけれど

も、２５年度の決算見込み額等も考慮いたしまして２５年度予算対比で８００

万円減の２億円を計上しております。当該起債は後年度その元利償還金が１０

０％普通交付税に参入される起債となってございます。８９ページにつきまし

ては本年度に廃止した前年度の科目と金額ということになってございます。以

上で歳入の説明とさせていただき、次に第２表の債務負担行為をご説明申し上

げますので、７ページにお戻りいただきたいと思います。第２表債務負担行為

でございます。自治法の規定によりまして、債務を負担することのできる事項、

期間、限度額を定めるものでございます。まず、中小企業特別融資利子補給金

です。これは期間を平成３６年度、限度額は３０６万１千円としてございます。

これは町内中小企業への新規貸付けを２千万円、利率３．１％としてございま

す。中小企業経営改善融資利子補給金でございますが、これは主に設備等の整

備のための資金ということで、融資額６００万円、利率３．３％として積算し

ておりまして、平成３５年度までの１０年間で限度額を８７万９千円としてご

ざいます。小中学校児童生徒用パソコン購入事業は備荒資金組合への債務負担

行為としてパソコン１４８台、小学校９４台、中学校５４台分４７００万円の

年利０．３％の償還ということで期間を平成３０年度としておりまして、限度

額を４７３１万７千円としているものでございます。続いて第３表の地方債で

ございます。次のページでございます。第３表地方債をご説明申し上げます。

起債の目的、限度額、方法、利率、償還の方法を定めるものでございますが、

平成２６年度は、一番下の臨時財政対策債を除く１６の事業に充当を予定して

ございます。このうち上から５番目の道営中山間地域総合整備事業、その次の

小規模治山事業、上から８番目になりますが荷負本村線改良事業、その次の川

向学校シラウ川線改良事業、それから１４番目公営住宅建設事業、これらは補

助事業ということになってございまして、補助金を充当した後の事業費に起債

を充当するということにしております。臨時財政対策債を除く起債総額は３億

８３１０万円となっておりまして、このうち３億１８６０万円は、その元利償

還金が交付税に参入される過疎債を予定してございます。一番下の臨時財政対

策債は、いうなれば普通交付税にて算出される額を起債というかたちで交付す
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る内容のものとなっておりまして、２６年度は２億円の発行を予定してござい

ます。以上、議案第１４号平成２６年度平取町一般会計予算の説明を終了させ

ていただきますので、よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

議長 次に、国民健康保険特別会計予算及び後期高齢者医療特別会計予算について提

案説明を求めます。町民課長。 

町民課長 議案第１５号平成２６年度平取町国民健康保険特別会計予算についてご説明い

たします。第１条歳入歳出予算、歳入歳出予算の総額は、それぞれ７億８４１

３万円とします。２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は

「第１表 歳入歳出予算」によります。第２条一時借入金、一時借入金は最高額

５千万円とする。第３条歳出予算の流用、歳出予算の各項の経費を流用するこ

とができる場合は、次のとおりとする。保険給付費の同一款内の各項間の流用

でございます。それでは歳出から説明させていただきます。３２ページをお開

き願います。１款１項１目総務費の一般管理費ですが、国民健康保険事業の実

施にかかる経常的な経費でございまして、４１２万２千円を計上しております。

本年度につきましては１３節の委託料でございますが、国保事業報告システム

の更新がございまして、９７万２千円の新規という事業となっておりまして、

トータル９３万１千円の増額ということになっております。次、３３ページを

お開き願います。２目連合会負担金ですが、７１万２千円を計上しております。

本年度単価の見直しがございまして、保険者割また被保険者割の負担の単価が

アップしまして１０万９千円の増額となっております。次に３４ページをお開

き願います。３目特別対策事業ですが、事業の医療費積算適正化を講じるため

に必要な経費でございまして、４６６万９千円の計上でございます。前年度よ

り４４万５千円増額となっております。この１３節の委託料でございますが、

中の診療報酬明細等点検の委託料につきましては、６５万７千円増額しており

ます。これにつきましては、レセプト点検の充実化を図るために前月分の確認

及び医療介護レセプトの突合点検など、項目が増えたためでございます。それ

と、国保資格システムの改修業務でございます。これにつきましては、制度改

正等がございますので、システムの改修で新規であげております。トータル、

委託料で５１万７千円の増でございます。次、３５ページをお開き願います。

賦課徴収費ですが、これは保険料の適正賦課及び保険徴収にかかる必要経費で

ございまして、１７０万円の計上でございます。前年同様でございます。次、

３６ページをお開き願います。納税奨励費ですが、これは日高管内の地方滞納

整理機構への負担金でございまして、１３２万５千円の計上でございます。次

に３７ページをお開き願います。３項３目運営協議会費ですが、これにつきま

しては運営協議会に関する必要経費でございまして、２９万５千円の計上でご

ざいます。費用弁償で１万２千円の減額となっております。これにつきまして

は、日高管内の研修等が集約されるということでございまして、その分減額と

なっております。次、３８ページをお開き願います。２款１項１目保険給付費
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の一般被保険者療養給付費ですが、これにつきましては一般被保険者の医療費

に要したうち保険者が直接医療機関へ支払うものでございます。４億２千万円

の計上です。これにつきましては、前年度より被保険者数が１００人減少して

おります。１人当たりの平均の療養費が上がっておりますので、今回１千万円

の増額とさせていただきました。次３９ページをお開き願います。２目退職被

保険者等療養給付費ですが、これは前ページと同様、退職者の保険給付費でご

ざいます。６０歳から６４歳の方でございます。２３００万円の計上でござい

ます。１人当たりの療養給付費が上がっているために、３００万円の増額とな

っております。４０ページをお開き願います。３目一般被保険者療養費ですが、

これは一般被保険者のほそう具、針灸等の医療に要した費用でございます。４

００万円の計上であります。これにつきましては１人当たりの平均の療養費の

減及び被保険者の減によりまして、３０万円の減となっております。次、４１

ページをお開き願います。退職被保険者等療養費ですが、これは前ページと同

様、退職の被保険者の分として２０万円の計上でございます。これも平均療養

費の減額によりまして、１０万円の減額でございます。次に、４２ページをお

願いします。５目審査手数料でございます。これにつきましては、国保連合会

に係る医療費の審査手数料でございまして、１２０万１千円でございます。１

人当たり６１０円の計上でございます。被保険者の減によりまして、４万１千

円の減額であります。２項１目高額療養費の一般被保険者高額療養費でござい

ますが、これは一般被保険者が支払う医療費の自己負担のうち、月内で決めら

れた限度額を超えた場合、超えた分、高額療養費の分を支払う費用でございま

して、本年度５２００万円の計上であります。これにつきましては、１人当た

りの平均の高額の療養費は増えていますが、被保険者の減によりまして前年同

額ということになっています。次、４４ページをお願いします。２目退職被保

険者等高額療養費ですが、これは、前ページと同様、退職者被保険者分として

２３０万円の計上でございます。次、４５ページをお開き願います。３目一般

被保険者高額介護合算療養費でございますが、これは一般被保険者が支払った

医療費の自己負担額のうち、１年間の医療費と介護サービス分を合算して決め

られた限度額を超えた場合に、超えた分、高額介護合算として支払うものでご

ざいます。３０万円の計上でございます。前年同額であります。４６ページ、

お開き願います。４目退職被保険者等高額介護合算療養費ですが、これは前ペ

ージ同様です。退職者の被保険者分でございまして、１０万円の計上でござい

ます。前年同額でございます。次、４７ページお願いします。３項１目一般被

保険者移送費ですが、これは医療機関へ診療を受けるためにですね、特別な事

情が発生した場合に、移送される場合に支給するものでございまして、３万円

の計上でございます。前年同額であります。４８ページお願いします。２目退

職被保険者等移送費ですが、これは前ページと同様２万円の計上でございます。

次、４９ページをお願いします。４項１目出産育児一時金ですが、これは必要

経費といたしまして２０件分、役務費、１９節の負担金補助あわせまして８４
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０万５千円を計上しております。前年同額でございます。次に５０ページお願

いいたします。５項１目葬祭費ですが、これは必要経費といたしまして、２０

件分２０万円の計上でございます。前年度同額となっております。次に５１ペ

ージ、３款１項１目後期高齢者支援金等でございます。これは、全保険者が拠

出し、後期高齢者医療制度を支える仕組みでございまして、社会保険診療報酬

支払基金より、概算通知でいただいたものでございまして、１億７７９万円の

計上でございます。これは１人当たりの療養費の伸びによりまして３２９万円

増額となっております。次、５２ページをお願いします。２目後期高齢者関係

事務費拠出金でございます。これは１万円の計上でございます。１人当たり３．

７円でございます。次５３ページをお願いします。４款１項１目前期高齢者納

付金等でございます。これも、全保険者が拠出し前期高齢者制度を支える仕組

みでございまして、７万４千円の計上でございます。これにつきましては、１

人当たりの負担額の調整額が変わりましたので、８千円の増額となっておりま

す。次５４ページをお願いします。２目前期高齢者関係事務費拠出金でござい

ます。これは、前ページ同様１万円の計上でございます。前年同額となってお

ります。次に５５ページ。５款１項１目老人保健事務費拠出金ですが、これは、

医療費精算にかかる拠出金でまだ経過措置により継続中であるために、本年度

は５千円計上しております。５千円の減額でございます。次、５６ページをお

願いいたします。６款１項１目介護納付金ですが、これは４０歳から６４歳ま

での全保険者が繰り出しし、介護保険制度を支える仕組みでございます。４４

４９万３千円の計上でございます。１人当たりの負担額の増額によりまして、

１１３万１千円の増額となっております。次５７ページ、共同事業拠出金です

が、これは高額医療費、これは１件あたり１月８０万円以上を超えた場合に適

用するものでございまして、一保険者で補うことが非常に難しいために国が保

険者の運営基盤の安定を図るための事業でございまして、１６１９万９千円の

計上でございます。これにつきましては、前年度の実績に基づいた額によりま

して試算されたものでございまして、１６１万４千円の減額ということになり

ます。次、５８ページ、２目保険財政共同安定化事業拠出金でございます。こ

れは１件３０万円を超える医療費に対しまして、市町村国保から繰出財源とし

て保険料の平準化、財政の安定化を図るための事業でございまして７９４４万

８千円の計上でございます。これにつきましては前々年度の繰出金と一般被保

険者の拠出率から事業費を算出して決定するものでございまして、３２３万１

千円の今年度、減額ということになっております。次、５９ページ、３目共同

事業事務費拠出金でございます。これは１千円の計上であります。次、６０ペ

ージでございます。８款１項１目特定健康診査等事業費でございます。これは

個々の被保険者の保健事業に要する費用でございまして、３６４万９千円の計

上でございます。これにつきましては、１３節の委託料でございます特定健診

委託料、４０歳から７４歳の分の委託料の単価アップによりまして、９万４千

円の増額となっております。トータル７万円の増額ということになっておりま
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す。次、６１ページをお願いいたします。２項１目保健衛生普及費ですが、こ

れは国保の被保険者の医療費適正化事業でございまして、保健師による個別の

保健指導による経常的経費でございまして、１８万円の計上でございます。前

年同額でございます。次に６２ページをお開き願います。９款１項１目です。

基金積立金ですが、これは国保給付費支払準備基金の利子でございまして、４

万円の計上でございます。０．１３％でございます。次、６３ページをお開き

願います。１０款１項１目利子でございます。これは、一時借入金のための利

子でございまして、５０万円の計上でございます。前年同額であります。次、

６４ページから６６ページまでですね、この間、保険税の還付金、また償還金

ということで記載しております。前年同額で計上しております。次、６７ペー

ジをお開き願います。２項１目直診施設勘定繰出金でございますが、これは国

保病院の特別会計への繰出金ということになりまして、５１４万９千円の計上

でございます。前年比１２４万１千円の減額でございます。これにつきまして

は、救急患者受入体制の支援事業、それと直営診療施設の整備、これは医療機

器への負担ということでございまして、合計５１４万９千円ということになっ

ております。次のページをお開き願います。１２款１項１目予備費ですが、２

００万円の計上でございます。これは前年同額でございます。次に、歳入につ

いてご説明いたします。８ページをお開き願います。１款１項１目一般被保険

者国民健康保険税ですが、これにつきましては、一般被保険者にかかる療養給

付に要する費用の財源として賦課徴収する保険税でありまして、近年の所得の

上げ幅が大きいために今年度は３年間の所得の平均を用いて試算しておりま 

す。また本年度、世帯数１０４０、被保険者数１９００人で見込んでおります。

また、徴収率は９６％、医療、後期、介護分をあわせまして、２億１３６８万

２千円を計上しているところであります。７５１万３千円の減額ということに

なっております。まず、医療給付費の現年分でございますが、これにつきまし

ては、世帯数がまず６０世帯減っているということもございます。また、１人

当たりの医療の給付費が１５万１千円に上がっておりますので、その分減額と

いうことになっております。それで、本年度ですね、被保険者数を１００名ほ

ど減らしておりますが、これにつきましては、平取町に就農研修で来ておりま

す中国人につきまして、本年度から対象から外しております。人数的には６０

名程度でございますが、それは外しておりますので、人数は減ということにな

っております。次に９ページをお開き願います。２目退職被保険者等国民健康

保険税でございます。これも前ページ同様、退職者の被保険者分として、４０

世帯、被保険者数５０人、徴収率９６％で試算しております。８３１万１千円

の計上でございます。１人当たりの賦課額の増加に伴いまして、５９万４千円

の増額となっております。次、１０ページをお開き願います。２款１項１目督

促手数料でございますが、これは保険税の督促手数料として５千円の計上でご

ざいます。前年同額であります。次、１１ページをお開き願います。３款１項

１目でございます。国庫支出金の療養給付費等負担金ですが、これは一般被保



- 37 - 

険者の療養給付費、それから老人保健の拠出金、それから後期高齢者の支援金、

介護納付金等に係る費用に対しまして３２％相当分が助成されることとなって

おります。したがいまして１億４２６７万７千円の計上でございます。４１８

万円の増額となっておりますが、これは前年より療養給付費それから後期高齢

者の支援金の負担額の増に伴うものでございます。次、１２ページをお開き願

います。２目、高額医療費共同事業負担金ですが、これは７款１項１目の高額

医療費の共同事業の拠出金に対しまして国から４分の１相当の額が助成される

ことになりまして、４０４万９千円の計上でございます。４０万４千円の本年

度は減額ということになります。次、１３ページ。３目特定健康診査等の負担

金ですが、これは特定健康診査等の行為に対して、助成される経費でございま

す。６８万１千円の計上でございます。３分の１の補助でございます。前年同

額であります。次、１４ページ２項１目財政調整交付金ですが、医療分、後期

支援分、それから介護分に区分されておりまして、市町村間の財政力の不均等

を調整するために交付されるものでございまして、本年度２５２７万８千円を

計上しております。６８万４千円の増額となっております。まず普通調整交付

金でございますが、これつきましては４４万８千円の増額となっております。

これは、医療費に対する不足分について、補てんされるものでございます。そ

れと特別調整交付金でございますが、これにつきましては救急患者受入体制の

支援事業、直営診療施設整備への補助ということになっております。それとま

た、本年度新規でございますが、国保事業の報告システムの更新分に対しての

助成ということになります。次に、１５ページをお開き願います。４款１項１

目療養給付費の交付金でございます。これにつきましては退職者被保険者の療

養給付にかかる費用に対しまして保険税を控除されて助成される交付金という

ことになります。２７２３万円の計上でございます。１３万７千円の増額とな

っております。これにつきましては、医療費分について１３万７千円が増額と

いうことになっております。次、１６ページをお開き願います。５款１項１目

前期高齢者交付金でございます。これは前期高齢者、６５歳から７４歳の被保

険者に対しまして、保険給付にあてる交付金でございまして、１億５６１１万

円の計上でございます。これにつきましては、対象者数の増によるものでござ

いまして、昨年６１０名から本年度６３２名にかわりまして、８６２万円の増

額ということになります。次のページをお開き願います。６款１項１目高額医

療費共同事業負担金でございます。これは国庫負担金と同様、国、道それぞれ

高額医療費共同事業拠出金に対しまして、助成するものでございまして、道の

負担金が４分の１で４０４万９千円の計上でございます。次のページ、１８ペ

ージをお開き願います。２目特定健康診査等負担金でございます。これは国庫

負担金と同様６８万１千円の補助でございます。前年同額でございます。次に、

１９ページをお開き願います。２項１目財政調整交付金ですが、これも国の財

政調整交付金と同様９％相当額が助成されるものでございまして、５１１６万

１千円の計上でございまして、１１６万６千円の減額ということになっており
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ます。これにつきましても、普通調整交付金で医療分、特別調整交付につきま

しては、直営診療施設の整備への補助、またそれから医療費適正化対策に対す

る補助でございます。次に２０ページをお開き願います。７款１項１目高額医

療費共同事業交付金でございます。これは１件８０万円をこえる医療が発生し

た場合に交付されるものでございまして、１２３０万７千円の計上ということ

になっております。これも前年度の実績見込みによりまして、試算されている

ものでございます。続きまして、２１ページをお開き願います。２目保険財政

共同安定化事業交付金でございます。これも保険料の平準化、財政の安定化を

図るために、１件当たり３０万円以上の医療費が発生した場合に交付されるも

のでございます。これも医療費の伸び、また交付率の推移によりまして、６９

９１万６千円、１２０４万２千円の増額ということになっております。次、２

２ページ８款１項１目でございます。これは利子及び配当金ですが、これは町

国保支払準備基金の利子の分でございます。４万円の計上でございます。次に

２３ページをお開き願います。９款１項１目一般会計の繰入金でございます。

これは国の地方財政計画による、国民健康保険制度の運営に対して、一般会計

が国保特別会計へ繰り出すための経費でございます。４１９４万円の計上であ

ります。７８万８千円の増額ということになっております。これにつきまして

は、出産一時金の分、それと保険基盤安定等繰入金などを含めます額となって

おります。続きまして２４ページ、２項１目平取町国民健康保険給付費支払準

備基金の繰入金でございます。これは本年度において、医療費の推移の状況を

見まして、繰越金を考えまして１千万円の繰り入れを考えております。次、２

５ページでございます。１０款１項１目繰越金でございますが１６００万円の

計上でございます。次、２６ページ、１１款１項１目一般被保険者の延滞金で

ございます。４千円の計上でございます。前年同額であります。続きまして、

２７ページでございます。退職被保険者等の延滞金で１千円の計上でございま

す。続きまして、２８ページ、２項１目でございます。一般被保険者の第３者

納付金でございます。１千円の計上でございます。これは第３者の行為また交

通事故等による一時の立て替えが生じた場合でございます。次２９ページ、２

目でございます。退職被保険者等の第３者納付金でございます。これも１千円

の計上でございます。以上で歳入歳出の予算の説明を終わらせていただきます。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長 休憩します。 

   （休憩 午後 ２時０８分） 

   （再開 午後 ２時２０分） 

議長 再開します。引き続き平取町後期高齢者医療特別会計の説明を求めます。 
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町民課長 議案第１６号平成２６年度平取町後期高齢者医療特別会計予算についてご説明

いたします。第１条歳入歳出予算、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ７

７１０万円とします。２項歳入歳出予算の款項区分及び当該区分ごとの金額は

「第１表 歳入歳出予算」によるものとします。６ページをお開き願います。歳

入からご説明いたします。１款１項１目特別徴収保険料ですが、これは現年度

分保険料として３０９７万６千円を計上しております。２万４千円の減額でご

ざいます。この保険料につきましては、北海道後期高齢者医療広域連合におい

て、前々年度の所得を基にしまして、前年度との伸び率によりまして試算して

いるところであります。次に７ページをお開き願います。２目普通徴収保険料

ですが、これは現年分、滞納繰越分として１８５３万３千円を計上しておりま

す。２９８万７千円の減額でございます。これにつきましては、保険料対象者

の低所得者が増えているという状況にありまして、減額となっております。ま

た、滞納繰越分でございますが、これは平成２５年度の調定額に対して、９８％

で３４万円ということで４万円の減となっております。次、８ページをお開き

願います。２款１項１目督促手数料でございます。これは１千円の計上でござ

います。実績を考慮しまして、４千円の減額となっております。次に９ページ

をお開き願います。３款１項１目事務費繰入金ですが、これにつきましては広

域連合市町村事務費負担金と後期高齢者医療の運営に必要な経費を一般会計か

ら繰入金として５７４万６千円を計上しております。３２６万４千円の減額と

なっております。これにつきましては、昨年度、医療制度システムの更新がご

ざいまして、それが本年度なくなりますので、その分減額ということになりま

す。次、１０ページをお開き願います。２目保険基盤安定繰入金ですが、これ

につきましては低所得者に対する保険料軽減相当分を公費で補てんするという

ものでございまして、２１８３万９千円の計上でございます。３１７万９千円

の増額となっております。これにつきましては、現役並の所得、また２割軽減

の方、それが５割軽減対象へ移行したものでございまして、その対象者が５６

名ほど増加したということで、増額しております。次、１１ページをお開き願

います。４款１項１目繰越金でございますが、これは１千円の計上でございま

す。次、１２ページ、５款１項１目延滞金でございます。１千円の計上です。

１３ページ、２項１目保険料還付金でございますが、これにつきましても１千

円でございます。次１４ページ、還付加算金でございますが、これにつきまし

ても１千円の計上でございます。以上で歳入の説明を終わらせていただきます。

続きまして歳出をご説明いたします。１７ページをお開き願います。１款１項

１目一般管理費でございます。これにつきましては旅費をはじめとする事務の

運営に要する一般的経費でございまして、２８４万３千円の計上であります。

３０９万３千円の減額でございます。この理由につきましては、先ほど申し上

げましたが、委託料で平成２５年度の医療制度システムの更新がございました。

その分、今年度なくなりますので、その分が減額ということになります。次、

１８ページをお開き願います。２項１目徴収費です。徴収に要する経費でござ
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いまして１６万円の計上でございます。消耗品による２万円の減額でございま

す。次、１９ページをお開き願います。２款１項１目後期高齢者医療広域連合

納付金でございます。これは広域連合に支払う事務負担金、保険料、保険基盤

安定負担金で７３６９万４千円の計上でございます。１万８千円の増額という

ことになっております。これにつきましては、事務負担金で１４万９千円の減

額、それから保険料につきまして３０１万１千円の減額でございまして、保険

基盤安定負担金につきましては３１７万８千円の増額ということになりまし 

て、１万８千円の増ということでございます。次、２０ページをお開き願いま

す。３款１項１目保険料還付金でございますが、これは１千円の計上で４千円

の減額でございます。次、２１ページ、還付加算金でございますが、これは１

千円の計上で１千円の減額でございます。次、２２ページでございます。償還

金でございますが、これは１千円の計上で前年同額であります。次、２３ペー

ジでございます。予備費でございますが、本年度も４０万円の計上でございま

す。以上、歳入歳出のご説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろし

くお願いしたいと思います。 

議長 次に、介護保険特別会計予算について提案説明を求めます。保険福祉課長。 

保 健 福 祉

課長 

それでは、議案第１７号平成２６年度平取町介護保険特別会計予算案につきま

してご説明申し上げますので介護保険の１ページをお開き願います。第１条歳

入歳出予算でありますが、歳入歳出の総額をそれぞれ４億３０８０万円にしよ

うとするものであります。第２条一時借入金は、その最高額を５千万円にしよ

うとするものであります。第３条歳出予算の流用は保険給付費の同一款内の各

項の間は流用することができると規定しようとするものであります。それでは、

事項別明細の歳出からご説明申し上げますので、３０ページをお開きいただき

たいと思います。１款１項１目一般管理費３７９万７千円でありますが、これ

は介護保険上必要となる経常的な事務的経費でありまして、前年度に比べ９万

４千円の増額でありますが、これは電算システムの保守点検委託料などの経費

が増加したものによるものであります。３１ページをお開きください。１款２

項１目賦課徴収費３万６千円でありますが、第１号被保険者の保険料の普通徴

収に係る納入通知書の作成のための費用であります。３２ページをご覧くださ

い。１款３項１目介護認定審査会費４２０万９千円でありますが、１２節役務

費につきましては、介護認定審査会の資料となる主治医意見書を作成していた

だくための手数料であります。１９節負担金、補助及び交付金につきましては、

日高西部介護認定審査会規約に基づく負担金を計上いたしております。３３ペ

ージをお開きください。２目認定調査費２８９万円でありますが、介護認定審

査会の資料となる、認定調査票の作成にかかわる認定調査員の人件費、遠隔地

等における認定調査の委託料などを計上したものでございます。３４ページを

ご覧いただきたいと思います。１款４項１目計画策定費には介護保険事業計画
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の策定にかかわる委員報酬及び費用弁償合計１７万５千円、前年度比８万９千

円の増加といたしております。これは、２６年度におきましては２７年度から

３年間の第６期介護保険事業計画を作成する年度に当たっておりますことから

３年に一度介護保険事業計画検討協議会を開催するための報酬と費用弁償の増

加がその理由であります。次に３５ページをお開きください。２款１項１目居

宅介護サービス給付費でありますが、在宅での介護サービスに対する給付費７

０６２万円を計上いたしております。デイサービス、ショートステイ、ヘルパ

ーサービスの利用やケアプランの作成などにかかる給付費となっております。

前年度予算対比で９０８万４千円の減額となっておりますが、これは平成２５

年度に認知症グループホームが事業を開始したことによりまして、居宅介護給

付費、ヘルパー、デイサービス、ショートステイでありますが、これが減少を

いたしておりますこと。また、デイサービスの利用者において、状態の重度化

によりまして、病院のへの入院や死亡により、利用量が低下しておりますこと

から、近年の実績を勘案して計上いたしたものであります。次に３６ページを

ご覧いただきたいと思います。２目地域密着型サービス給付費は、平成２５年

４月から事業を開始いたしました地域密着型認知症グループホーム、こころの

ホームふれないにおけるサービス給付費６６６０万円を計上いたしておりま 

す。昨年度対比１８６０万円の増加としておりますが、これは昨年度におきま

しては１０か月、平均入居者１６名で見込んでおりましたところ、現状から判

断いたしまして本年度は１２か月にわたって１８名、満室で推移するものと見

込んだことによるものであります。なお、町民並びに議員各位のご理解をいた

だきまして、こころのホームふれないは昨年４月１０日に事業がスタートして

間もない１か月後の５月１０日には１８名満室となりまして、以来本日に至る

までほぼ満室の状態が続いておりますので、この旨ご報告を申し上げます。次

に３７ページをお開きください。３目施設介護サービス給付費には施設での介

護サービスに対する給付費１億９８２５万７千円を計上いたしております。こ

の施設介護給付費は、介護老人保健施設、特別養護老人ホームのことでありま

す、あるいは病状が安定しリハビリに重点を置いた施設である、介護老人保健

施設、いわゆる老健施設であります。あるいは病状が安定しているものの長期

間にわたり療養が必要な方のための、介護療養型医療施設の利用にかかわる給

付費となっておりまして、介護保険特別会計の節の中では最も高額な予算とな

っております。２５年度に比べ本年度は１１７４万３千円の減少となっており

ますが、これは先ほど申し上げました、認知症のグループホームが昨年から運

営を開始したことによりまして、それまで、この科目から給付しておりました

日高町にある介護老人保健施設にいらっしゃった平取の町民４名の方がこころ

のホームふれないに転居されたことによる減少が主な理由であります。次に３

８ページをお開きください。４目福祉用具購入費４０万５千円でありますが、

住宅で使用する福祉用具の購入に対する給付費であります。３９ページ、５目

住宅改修費には要介護者が在宅での生活に必要な住宅の改修費用に対する給付
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費として、９６万円を計上しております。住宅の中の手すりの取りつけなどに

要した費用がこれに該当いたします。近年、利用が増加傾向を示しております

ので、前年対比９万６千円の増加で計上いたしております。４０ページであり

ます。６目居宅介護サービス計画給付費でありますが、これは居宅介護支援事

業者が行う居宅サービスに対する給付費で１２０６万円を計上いたしておりま

す。続いて、４１ページをご覧ください。２款２項１目居宅介護サービス給付

費１６３０万円でありますが、要支援１及び要支援２の方が利用するデイサー

ビスなどの在宅サービスに対する給付費を計上いたしております。要支援１及

び要支援２に該当する方を介護保険の枠組みから外して、市町村独自の事業に

移行するという国の考え方につきましては、全貌はまだ明らかになっておりま

せんが、一部伝えられる内容によりますと、市町村において平成２７年度から

２９年度までの３年間の第６期介護保険事業計画の期間の中で、これを実行に

移すよう求められており、したがいまして、少なくとも平成２６年度において

は、現行の制度が継続いたしますことから、前年度と同じ枠組みの中で計上い

たしております。４２ページであります。２款２項２目昨年４月から事業を開

始いたしました認知症グループホームにおける要支援２の方を対象とするサー

ビス給付費１２０万円を２５年同様計上いたしております。４３ページ、３目

介護予防福祉用具購入費は、要支援１及び要支援２に認定されている方が福祉

用具を購入する費用に対する給付費４０万５千円であります。近年需要が増加

いたしておりますことから、前年対比１７万７千円の増加といたしております。

次に４４ページ、４目介護予防住宅改修費でありますが、要支援１及び要支援

２の方の在宅での生活に必要な住宅の改修に対する給付に対する予算９６万円

であります。４５ページ、５目居宅介護予防サービス計画給付費には、介護予

防支援事業者が居宅予防サービス計画の作成などを行う際に要した費用に対す

る給付費２８２万円を計上いたしております。実績が増加しておりますことか

ら前年対比４２万円増といたしております。４６ページ、２款３項１目審査支

払手数料でありますが、各事業所からの請求に対して、国保連合会が行う審査

にかかわる支払手数料として３４万３千円を計上いたしております。４７ペー

ジ、２款４項１目高額介護サービス費には利用者の１か月内の自己負担合計額

が高額となり、上限を超えた際にその超過部分を支給する費用として、１００

３万２千円を計上いたしております。４８ページ、２目高額介護予防サービス

費１万２千円を計上いたしております。要支援１及び要支援２の方の対象のサ

ービスでございます。４９ページ、２款５項１目高額医療合算介護サービス費

でありますが、同じ世帯で医療と介護の両方のサービスを利用した場合に、そ

の方に対して年単位でさらに自己負担の軽減を図るための制度がございまして

その費用として１２０万円を計上いたしております。５０ページ、２目高額医

療合算介護予防サービス費、これは要支援１及び要支援２の方に支給する予算

として、１万２千円を計上いたしております。５１ページ、２款６項１目特定

入所者介護サービス費でありますが、施設サービス等を利用した場合に、食費
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住居費の負担を軽減するための給付費といたしまして、２６１１万２千円を計

上いたしております。利用者及び利用点数の増加によりまして、２５年対比２

４３万６千円の増加となっております。５２ページ、先ほど申し上げました２

目特定入所者介護予防サービス費には前ページ同様食費、住居費の負担軽減を

図るための給付費７万２千円を計上いたしております。対象者は、要支援１及

び要支援２の方となっております。５３ページ、３款１項１目介護予防高齢者

施策事業費でありますが、これは要支援、要介護になる前の介護予防を推進す

るための事業にかかわる予算であります。主に一般高齢者に対する健康運動指

導や口腔ケア事業、二次予防対象高齢者といわれる要支援、要介護状態になる

リスクが高い方の把握及びその対策のための事業の予算として２６８万３千円

を計上いたしております。２６年度は２５年に比べて１０６万４千円の増額と

なっておりますが、これにつきましては２７年度から始まる第６期介護保険事

業計画を２６年度中に作成するにあたって、その前提として、高齢者に対して

ニーズ調査を行い、その意向を把握するための事務に従事する臨時職員の雇用、

あるいは調査票の電算入力をするための委託料を新たに計上したことによるも

のが主な理由であります。５４ページ、３款２項１目包括的支援事業費であり

ますが、これは地域包括支援センターの運営などにかかわる事務的経費として、

２１９万９千円を計上いたしております。５５ページ、２目任意事業費であり

ますが、平取町が任意で展開をいたしております事業に関しまして、５７６万

１千円を計上いたしております。従来から実施しております食の自立支援事業、

給食サービスでありますが、これや認知症サポーターの養成事業に加え、２６

年度から新たに介護支援ボランティア事業を実施するための委託料の予算が主

なものであります。続いて５６ページ、４款１項１目介護給付費基金積立金９

万６千円でありますが、平成２５年度に比較して４万４千円の減額となってお

ります。基金の利子に相当する金額を基金に積むための予算計上で、この減少

は預金利息が下がることによるものであります。５７ページ、５款１項１目償

還金、利子及び割引料１万円ですが、これは仮に一時借入金を起こした場合の

利子を計上いたしております。５８ページ、６款１項１目第１号被保険者保険

料還付金７万４千円であります。６５歳以上の第１号被保険者に対し、保険料

の還付が生じた際の予算でございます。５９ページ、予備費は５０万円で前年

度と同額であります。以上歳出合計４億３０８０万円であります。次に歳入に

ついてご説明申し上げますのでさかのぼって７ページをお開きいただきたいと

思います。７ページ、歳入１款１項１目被保険者の保険料であります。平成２

４年度から２６年度までの３年間の第５期介護保険事業計画に基づく介護保険

料は、平取町におきましては１人当たり月平均３千円といたしております。第

１節現年度分の収納率見込みは９９％、歳入見込み５７２３万円、第２節２６

年度に繰り越される滞納繰越分を３００万円と見込み、収納見込み率を１０％、

３０万円を歳入に計上し、１節２節合計で５７５３万円といたしております。

８ページ、保険料督促手数料は、前年同様２千円を計上いたしております。９



- 44 - 

ページ、３款１項１目介護給付費国庫負担金でありますが、平成２６年度分の

介護給付費は、施設分が２億２１８２万２４００円、その他分が１億８６５４

万７千円と推計いたしております。これに国庫負担割合を乗じまして、現年度

分で７０５８万２千円を計上し、過年度分あわせて７０５８万３千円といたし

ております。１０ページ、３款２項１目調整交付金は、全国水準との格差の調

整を行うための交付金であります。平取町における、後期高齢者の割合と所得

の分布から推計いたしまして、２８７３万５千円を計上いたしております。１

１ページ、２目地域支援事業交付金における介護予防事業分でありますが、２

６年度歳出における介護予防高齢者施策事業費２６８万３千円に国庫負担割合

である２５％を乗じた額、６７万円を計上いたしております。１２ページ、３

目地域支援事業交付金の包括支援・任意事業分でありますが、２６年度歳出予

算における包括的事業２１９万９千円及び任意事業５７６万１千円から食の自

立支援事業における配食サービスの個人負担金１６３万２千円を差し引いた額

に国庫負担割合の３９．５％を乗じた額２５０万円を計上しております。次に

１３ページ、４款１項１目介護給付費交付金であります。介護給付費歳出予算

４億８３６万９４００円に国庫負担割合２９％を乗じた額に過年度分を加えた

１億１８４２万８千円を計上いたしております。１４ページ、２目地域支援事

業交付金であります。介護予防高齢者施策事業２６８万３千円に国庫負担割合

２９％を乗じた額７７万８千円を計上いたしております。１５ページ、５款１

項１目介護給付費道負担金でありますが、国庫負担金と同様、施設分に１７．

５％、その他分に１２．５％の道負担金割合を乗じた額に過年度分を加えた６

２１３万８千円の計上といたしております。１６ページ、２目地域支援事業交

付金の介護予防分道負担金であります。介護予防高齢者施策事業費２６８万３

千円に道負担割合の１２．５％を乗じた額３３万６千円を計上いたしておりま

す。１７ページ、３目包括支援事業交付金の包括的支援・任意事業分でありま

す。包括的事業費２１９万９千円、任意事業５７６万１千円から配食サービス

の自己負担金１６３万２千円を差し引いた額に道負担割合１９．７５％を乗じ

た額１２５万円を計上いたしております。１８ページ、６款１項１目利子及び

配当金は介護給付費支払準備基金の利子として９万６千円を計上いたしており

ます。１９ページ、７款１項１目の介護給付費に対する町一般会計からの繰入

金は介護給付費総額４億８３６万９４００円に、町の負担割合１２．５％を乗

じた額、５１０４万６千円を計上いたしております。２０ページ、２目地域支

援事業繰入金の介護予防分に対する町一般会計からの繰入金３３万６千円であ

ります。介護予防高齢者施策事業２６８万３千円に対する町費割合、１２．５％

を乗じた額であります。２１ページ、３目包括支援事業の町一般会計からの繰

入金は、１２５万円を計上いたしております。町の負担割合は１９．７５％と

なっております。２２ページ、４目その他一般会計繰入金でありますが、歳出

の１款総務費は介護保険運営上の事務的経費でありますが、これには国や道か

らの負担がないこととなっており、町で全額負担することとなっておりますの
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で、ここでは総務費の歳出額の合計１１１０万７千円と同額を計上いたしてお

ります。２３ページ、７款２項１目介護保険給付準備基金繰入金であります。

介護保険制度における歳出の根幹をなす、介護給付につきましては、国、道、

町が公費としてそれぞれの割合を負担し、さらに４０歳から６４歳まで、ある

いは６５歳以上の方からいただく保険料を参入してもなお介護給付費を補うに

及ばない場合は、基金を一部取り崩して運用することとになっており、２４年

度からの第５期の介護保険事業計画期間中におきましては、この準備基金を繰

り入れながら、介護保険料の軽減を図ることとなっておりますことから、平成

２６年公費及び保険料をもってしても不足が見込まれる金額２１８０万１千円

を、介護保険給付準備基金からの繰入金として、歳入に計上いたしております。

なお、現在のこの基金の残高は９３５１万７２５２円であります。２４ページ、

前年度繰越金は、前年度同様５０万円を計上いたしております。次の２５ペー

ジから２７ページまでの第１号被保険者延滞金、同じく過料、預金利子はそれ

ぞれ１千円ずつを計上しております。続いて、２８ページをお開き願いたいと

思います。９款３項１目雑入として、地域支援事業の中の任意事業である食の

自立支援事業における利用者負担金１６３万２千円及びその他雑入と合計して

１７１万１千円を、計上いたしております。以上、歳入合計４億３０８０万円

で、歳出同額であります。以上、平成２６年度の介護保険特別会計歳入歳出予

算案を説明いたしましたので、よろしくご審議くださいますようお願いをいた

します。 

議長 次に、簡易水道特別会計予算について提案説明を求めます。建設水道課長。 

建 設 水 道

課長 

それでは議案第１８号平成２６年度平取町簡易水道特別会計予算につきまし 

て、ご説明申し上げます。第１条におきまして歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ２億５６２６万７千円に定めようとするものでございます。第２条に

おきまして、地方債について定めようとするものでございます。第３条におき

ましては一時借入金の最高額を５千万円に定めようとするものでございます。

それでは事項別明細書の歳出よりご説明申し上げますので１５ページをお開き

願います。３歳出１款１項１目一般管理費で２９５３万９千円を計上しており

ますが、２５年度対比で１９０万円の減となってございます。主な理由でござ

いますが各節の前年度予算に対する増減額欄を見ていただきたいと思います 

が、総額では１５万８千円の増となっております。平成２５年度で計上されて

いた予算で、平成２６年度計上されていない節がございまして、それは２７節

公課費、消費税納付額でありまして、昨日の補正予算でご説明申し上げました

とおり、平成２５年度の消費税の中間納付額が１２４万７千円になったこと、

また平成２５年度の工事費が５千万円ほど増えたことによりまして、控除対象

仕入税額が課税収入額を上回ることが予測されたため、平成２６年度は予算措

置をしてございません。平成２５年度の公課費の予算措置額は２０５万８千円
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でありましたので、この２０５万８千円から前段申し上げました平成２５年度

と２６年度の予算対比増減額の１５万８千円を除きますと、マイナス１９０万

円となるものでございます。次ページをお開き願います。２款１項１目維持管

理費で３７０７万１千円を計上しておりますが、２５年度対比で２８８万４千

円の減となってございます。１１節需用費で２９５万９千円の減となっており

ますが、理由といたしましては、修繕料で本町配水池水位計の整備が平成２５

年度で終了したことによるものでございます。１３節委託料で３８万２千円の

減となっておりますが、理由といたしましては、貫気別の取水施設の用地取得

のための用地確定測量の業務が２５年度で終了したことによるものでございま

す。１４節使用料及び賃借料で、２０万４千円の増となっておりますが、水道

の公用車が更新されることにより、リース料が増えることによるものでござい

ます。次ページをお開き願います。２款１項２目建設改良費で７０６０万５千

円を計上しておりますが、２５年度対比で６８０万円の増となってございます。

１３節委託料で６２万円の増となっておりますが、１５節の工事請負費で６４

１万円増えることによるものでございます。１５節工事請負費で６４１万円の

増となっておりますが、理由といたしましては荷菜地区の配水管敷設工事が２

６年度で終了するわけでありますが、例年予算措置をしております５千万円で

は最後の工区であります荷菜配水地までの敷設替工事が終了できないことか 

ら、増額をするものでございます。次ページをお開きください。２款１項３目

受託工事費で８００万円を計上しております。１３節委託料で８００万円の計

上でありますが、内容といたしましては国道２３７号線の振内橋が平成２９年

度の供用開始を目指して架け替え工事が進められておりまして、新橋完成にあ

わせて、現在添架しております中部振内簡易水道の水道管を移設しなければな

らないことから、その設計を委託するものであります。なお移設工事につきま

しては、平成２７年度を予定してございます。次ページをお開きください。３

款１項１目元金で７７６７万３千円を計上しておりますが、２５年度対比で８

７７万６千円の増となってございます。２３節償還金、利子及び割引料で８７

７万６千円の増となっておりますが主な理由といたしましては、平成２２年度

に実施しました中部振内地区簡易水道の急速ろ過装置の新設工事に係る起債借

入分の償還が始まることによるものでございます。次ページをお開きください。

３款１項２目利子で３２８７万９千円を計上しておりますが、水道施設整備事

業に伴う起債の償還利子でございます。次ページをお開きください。４款１項

１目予備費で５０万円を計上していますが、２５年度と同額となっております。

次ページをお開き願います。歳出合計、本年度２億５６２６万７千円、前年度

２億３８９６万４千円で比較１７３０万３千円の増となっております。次に歳

入についてご説明申し上げますので７ページをお開き願います。２歳入１款１

項１目使用料で１億３３４０万円を計上しておりますが、２５年度対比で２３

５万円の増となっております。理由といたしましては、消費税率が平成２６年

４月１日より、５％から８％に改定されることによるものでございます。次ペ
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ージをお開き願います。１款２目１目手数料で２０万円を計上しておりますが、

２５年度同額でございます。次ページをお開き願います。２款１項１目簡易水

道施設費国庫補助金で１６２０万５千円を計上しておりますが、歳出でご説明

申し上げました本町地区簡易水道配水地敷設替工事費に係る国庫補助金であり

まして、補助率は事業費の３分の１となってございます。次ページをお開きく

ださい。３款１項１目繰越金で１００万円を計上しておりますが、２５年度同

額となってございます。次ページをお開き願います。４款１項１目一般会計繰

入金で７３０６万１千円を計上しておりますが、平成２５年度対比で１７２９

万円の増となっております。事業費の財源不足を一般会計に求めたものでござ

います。次ページをお開き願います。５款１項１目雑入で１千円を計上してお

ります。次ページをお開き願います。６款１項１目簡易水道事業債で３２４０

万円を計上しておりまして、歳出でご説明申し上げました本町地区簡易水道配

水管整備に伴う国庫補助金以外の財源を町債に求めたものでございます。次ペ

ージをお開き願います。下段でありますが歳入合計本年度２億５６２６万７千

円、前年度２億３８９６万４千円、比較で１７３０万３千円の増となります。

次に、地方債についてご説明申し上げますので４ページをお開き願います。第

２表地方債につきましては本町地区簡易水道配水管整備事業で、限度額を３２

４０万円にしようとするものでございます。また地方債についての現在高の見

込みに関する調書につきましては、２６ページに掲載しておりますので、後ほ

どご覧いただきたいと思います。以上で、簡易水道特別会計の予算につきまし

てご説明を申し上げましたので、ご審議のほどをよろしくお願い申し上げます。

議長 次に、国民健康保険病院特別会計予算について提案説明を求めます。病院事務

長。 

病 院 事 務

長 

それでは議案第１９号平成２６年度平取町国民健康保険病院特別会計予算につ

いてご説明申し上げます。病院の１ページをお開きください。第１条総則とい

たしまして、平成２６年度平取町国民健康保険病院特別会計の予算を次のよう

に定めようとするものでございます。第２条の業務予定量につきましては、１．

本院の病床数は、一般病床が３１床、療養病床が４０床の計７１床でございま

す。年間の患者数は、入院が１万７１５５人を予定しております。外来は２万

４５００人の患者数を予定しております。１日平均患者数は入院が４７人を見

込み、外来では１００人を見込んでおります。次に、２．振内診療所でござい

ますが、年間外来患者数は３５０４人で１日平均２４人を予定しております。

次に第３条の収益的収入及び支出の予定額を次のとおりとするものでございま

す。収入の予定額は７億４５５８万３千円を予定し、支出の予定額は７億２５

６８万１千円を予定しております。収入と支出の差額が１９９０万２千円あり

ますが、これは公営企業法の改正に伴い会計制度が大きく改正され、それによ

り特別利益、特別損失が発生するため、収支の差額が発生する予算とさせてい
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ただいております。予算内容につきましては予算説明書でご説明申し上げます。

２ページをお願いいたします。第４条の資本的収入及び支出の予定額を次のと

おりとするものでございます。資本的収入の予定額を２４３０万円とし、資本

的支出の予定額を２８６４万円としております。この収入が支出に対する不足

４３４万円は、減債積立金の取り崩し及び留保資金で補てんする予算措置とな

っております。予算内容につきましては予算説明書でご説明申し上げます。次

に第５条は一時借入金の限度額を２億円と定めるものでございます。第６条は

議会の議決を経なければ流用することのできない経費となりますが、対象とな

る経費は職員給与費が４億４６２７万５千円とし、交際費が３０万円としてお

ります。次に第７条はたな卸資産の購入限度額を７千万円と定めるものでござ

います。以上が平成２６年度平取町国民健康保険病院特別会計予算案となりま

す。続きまして、予算の内容についてご説明させていただきますので、３ペー

ジをお願いいたします。平成２６年度平取町国民健康保険病院事業特別会計予

算実施計画書総括でございます。まず収益的収入及び支出の収入のうち、第１

款病院事業収益が、本年度予算額７億４５５８万３千円となり、前年度比較９

００万５千円の増となっております。第１項医業収益は４億１０１３万９千円

で前年度比較４３００万９千円の減となっております。目に関する予算額は、

予算説明書でご説明いたしますので省略をさせていただきます。次に第２項医

業外収益は２億９７７４万３千円で、１４３１万４千円の増となっております。

３項特別利益は３７７０万１千円を見込んでおります。これは会計制度改正に

より発生するものでございます。次に支出の第１款病院事業費用の本年度予算

額は７億２５６８万１千円としております。１項医業費用は７億５３１万７千

円で前年度比較２８６６万７千円減となっております。２項医業外費用は１５

６万５千円で前年度比較４６万７千円の増となっております。３項特別損失は

１７７９万９千円で、これも会計制度改正により発生するものでございます。

４項予備費は前年度同額としております。４ページをお願いいたします。資本

的収入及び支出となります。第１款資本的収入は２４３０万円となり、前年比

較１５７６万円の増となります。１項一般会計負担金は２３５９万１千円で前

年比較１７３０万１千円の増となっております。２項国民健康保険特別会計負

担金は６４万９千円で、医療機器購入事業に対する国民健康保険調整交付金を

見込んでおります。３項奨学資金貸付金償還金は、平成２２年に支給した奨学

資金の返還を受けることとして、６万円を見込んでおります。次に支出ですが

資本的支出は本年度予算額２８６４万円となり、前年度比較１５７６万円の増

となります。１項企業債償還金は本年度予算額９２万４千円で前年比較４３万

１千円の減となります。２項長期借入金償還金は、一般会計借入金の償還分４

４０万円となります。３項建設改良費は、医療機器等の整備と病院改築の基本

設計を予定して、２３３１万６千円を予定し、前年比較１６１９万１千円の増

となっております。支出につきましては先ほどもご説明いたしましたが、４３

４万円不足しておりますが、減債積立金の取り崩しと留保資金で補てんする予
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算としております。５ページをお願いいたします。平成２６年度平取町国民健

康保険病院事業会計予算説明書に入らせていただきます。まず収益的収入の１

款１項１目入院収益ですが、１日平均患者数を一般病床が２８人、療養病床が

１９人を見込み、年間患者数をそれぞれ一般病床１万２２０人、療養病床６９

３５人とし、１日１人当たりの診療単価を一般病床が１万５９００円、療養病

床が１万２２００円を見込んでおります。それにより、入院収益が２億４７１

０万５千円を予定し、前年度より２２６万９千円減を見込んでおります。次に

１款１項２目外来収益ですが、本院は１日平均１００人、延べ患者数２万４５

００人、診療単価を４５００円として見込んでおります。振内診療所は１日平

均患者数２４人、延べ患者数３５０４人、診療単価が５２００円を見込んでお

ります。外来収益を本院、振内診療所あわせて１億２８４７万１千円を予定し

ており、前年度比較２７０６万５千円の減としております。次に１款１項３目

その他医業収益ですが、本年度予算額は３４５６万３千円、前年度比較１３６

７万５千円の減となっております。１節室料差額収益、２節公衆衛生活動収益、

３節自動車収益は前年度と同額としております。４節その他医業収益は各種予

防接種、健診などと収入調整なども勘案して２７５５万８千円を計上しており

ます。６ページをお願いいたします。１款２項１目受取利息配当金でございま

す。本年度予算額９千円として予定をしております。次に２目の他会計負担金

ですが１節の一般会計負担金は繰入金を２億７千万円として計上しておりま

す。２節国民健康保険特別会計補助金として、救急患者受入体制支援事業に該

当する夜間休日の医師確保に対する経費の助成金４５０万円を国保会計からの

繰入金として計上しております。次の３目患者外給食収益は４３万４千円とし

ております。４目その他医業外収益は本年度予算額２２８０万円で前年度比較

１４００万４千円の増となっております。１節のその他医業外収益は５３４万

２千円を計上し、３４５万４千円の減となっております。休日夜間診療確保対

策費補助金は日高医師会からの助成金を昨年度に引き続き計上しております

が、前年度計上していたへき地診療所運営費補助金は補助対象外となる見込み

なので計上はしておりません。２節長期前受金戻入の科目は、会計制度改正に

より新たに計上するものとなります。これは資産の取得に伴う一般会計からの

負担分や補助金などが会計制度改正前は資本剰余金等に計上されていたものを

今後は長期前受金として貸借対照表の負債に計上した上で取得した対象資産の

減価償却費見合い分を収益化することになったため新たに発生する予算科目と

なります。現在減価償却をしている資産に対応する部分を既取得資産分として

１０８５万４千円、リース資産分はこれも会計制度改正により新たに発生する

ものとなりますが、リース資産に対応する減価償却分５９３万円、企業債を発

行して取得した資産にかかる企業債償還分繰入金に該当する分６７万４千円の

合計１７４５万８千円を収入して計上することになります。次の１款３項１目

特別利益ですが、これも会計制度改正により退職給付引当金が義務づけられた

ため、退職手当組合積立金超過額として３７７０万円を計上しております。退
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職給付引当金を算出するに当たり、退職手当組合に納付している負担金と支払

われた退職金の差額を一般会計と協議して明確にした結果、病院会計といたし

ましては、納付額が支払い額を上回っているため、特別利益として計上するこ

ととしております。７ページをお願いいたします。収益的支出予算となります。

まず、１款１項１目給与費でございます。本年度は４億４６２７万５千円とな

り、前年度比較１３２０万１千円の減となります。１節給料は、医師２名、職

員３１名の総額１億４２０８万４千円となります。減額となった理由は、医師

１名が減になったことによります。２節手当は各種手当として、９２３５万円

を計上しております。医師の減と会計制度改正により、賞与引当金を行うこと

になったため、３０７２万３千円の減となっています。しかし、３０７２万３

千円の減のうち１７２９万９千円は賞与引当金繰入額として新しい科目の６節

で予算執行することになります。３節報酬は１億８６４万９千円で、このうち

嘱託職員報酬７０８０万２千円となり、この中には医師２名分の給料が含まれ

ております。嘱託医師等業務報酬として出張医等の報酬を３７８４万７千円計

上しております。常勤医師の負担軽減を考慮し、当直医師の依頼を増やしてお

ります。４節法定福利費は本年度予算額５４０７万２千円で前年度比較２９７

万円の減となっております。５節退職給与金は本年度予算額３１８２万１千円

で前年度比較４０２万６千円の減となっております。６節賞与引当金繰入額は

先ほどもご説明いたしましたが会計制度改正により義務づけられたものになり

ます。引当金を計上する意味は正確な期間損益計算を行うためで、期末勤勉手

当について平成２６年度の負担に属する支給対象期間相当分を、賞与引当金と

して計上し、翌事業年度に取り崩して支給することとなります。積み立ては期

末勤勉手当の平成２６年度支給見込み額の１２分の４を平成２７年度の支給分

として引当することとして１７２９万９千円を計上しております。８ページを

お願いいたします。１款１項２目材料費でございます。本年度予算額６３９５

万２千円を計上しております。前年度比較１７９０万円の減となっております。

１節薬品費は３千万円を計上しております。前年度比較２千万円でございます

が、これは薬品費について、平成２５年度実績見込みにより精査して計上した

ことによります。２節診療材料費は３２９５万２千円を計上しております。前

年度比較では２１０万円の増となっております。これは消費税アップによるも

のでございます。３節医療消耗備品費は８０万円を計上し、前年同額としてお

ります。４節給食消耗備品費も前年同額としております。９ページをお願いい

たします。１款１項３目経費でございます。本年度予算額１億６９０７万９千

円を計上し、前年度比較４６５万３千円減となっております。１節賃金は９３

８万円を計上しております。前年度比較１６万８千円減となり、臨時職員賃金

を計上しております。これは看護師３名、振内の清掃職員１名となっておりま

す。２節旅費交通費は３５０万円を計上し、前年度同額としております。３節

職員被服費は７２万円を計上し、前年度比較２万円増としております。４節消

耗品費は２８０万円を計上し、２０万円増とし、５節消耗備品費は１９０万円
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で前年同額を予定しております。６節会議費は１０万円を計上し、前年度比較

２２万６千円減となっております。７節光熱水費は５６５万円で６０万円増と

しています。単価増、消費税アップ分を見込んでおります。８節燃料費は１１

６０万１千円を計上し、燃料単価や消費税の増などにより１４２万１千円増と

なっております。９節食糧費は４０万円計上し、５万円増としております。１

０節印刷製本費は８０万円を計上し、前年度比較８万円増としております。１

１節使用料及び手数料は８０７万４千円を計上し、前年度比較９０３万７千円

の減となっております。これは会計制度により、リース会計が導入されること

になったため、主なリース物件は資本的支出の予算から執行されることになっ

たため、そちらの科目へ移動したことによります。１０ページお願いいたしま

す。１２節通信運搬費は１０５万４千円を計上し、前年度比較４万６千円の増

となっております。１３節保険料は１９９万１千円計上し、前年度比較１２万

８千円増となっております。１４節建物修繕費は２７０万円を計上しておりま

す。前年度同額としております。１５節車輌及備品修繕費は２２０万円を計上

しております。前年度比較２０万円増としております。１６節賃借料は３２万

４千円計上し、前年度比較６万９千円増となっております。１１ページお願い

いたします。１７節委託料は１億１３３３万２千円を計上し、前年度比較１８

４万９千円増となっております。これは消費税アップなどを精査したことによ

ります。１８節交際費は前年度同額としております。１９節諸会費は１６０万

３千円計上し、前年度比較３万５千円減となっております。２０節雑費は５０

万円計上し前年度同額となっております。１２ページをお願いいたします。２

１節修繕引当金繰入額は会計制度改正により新たに予算措置するものになりま

す。引当金は前年度の修繕の事象が発生しましたが、その修繕が翌年度に行わ

れる場合などに引当金として計上することになります。１０万円を計上してお

ります。２２節貸倒引当金繰入額も会計制度改正によるものとなります。貸倒

引当金繰入額は、未収金となる債権のうち、回収されることが困難と見込まれ

るものになります。５万円を計上しております。１款１項４目減価償却費でご

ざいます。本年度予算額は２３９６万１千円を計上し、前年度比較７０９万１

千円の増となっております。１節建物減価償却費から４節車輌減価償却費の当

年度償却予定額を計上しております。５節リース資産償却費は会計制度改正に

よるもので、資本的支出予算で取得するリース物件に対する減価償却費となり

ます。リース物件として使用している機器等の減価償却費として６５３万１千

円を計上しております。次に１款１項５目資産減耗費でございます。１節たな

卸資産減耗費、２節固定資産除却費とも前年度同額の４０万円を計上しており

ます。次に１款１項６目研究研修費でございます。本年度予算額１６５万円を

計上しております。１節図書費から３節研究雑費まで前年同額としております。

１３ページをお願いいたします。１款２項医業外費用１目支払利息及企業債取

扱諸費でございます。本年度予算額は２６万５千円を計上しており、前年度比

較３万３千円の減となります。次に１款２項２目消費税でございます。１３０
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万円を計上し、消費税アップ分を見込み、５０万円増となっております。次に

１款３項１目特別損失でございます。本年度予算額１７７９万９千円を計上し、

前年度比較１７２９万９千円増となっております。これも会計制度改正に伴い

平成２６年６月支給の期末勤勉手当に対する平成２５年度費用に相当すると見

込む額を過年度賞与引当金繰入額として１７２９万９千円計上しております。

次の予備費は前年度同額の１００万円を計上しております。１４ページをお願

いいたします。資本的収入の説明になります。１款１項１目一般会計負担金で

ございます。資本的支出に伴う財源として一般会計からの繰入れを計上するも

のでございます。資本的支出の特定財源を除いた支出額に対する一般会計の負

担分として２３５９万１千円を計上しております。１款２項１目国民健康保険

特別会計負担金でございます。国民健康保険特別会計からの繰入金として６４

万９千円を計上しております。これは医療機器購入に対する国民健康保険特別

調整交付金の国費及び道費の助成相当額を、国保会計からの負担金として計上

しております。１款３項１目奨学資金貸付金償還金でございます。これは平成

２２年度に奨学資金として支給したものが返還事由に該当することになり、平

成２４年度から継続して返還を受けております。１５ページをお願いいたしま

す。資本的支出になります。１款１項１目企業債償還金でございます。本年度

予算額は９２万４千円計上し、前年度比較４３万１千円の減となっております。

次に１款２項１目長期借入金償還金でございます。平成２２年度において一般

会計から４４００万円を運転資金として借り入れたものを１０年で元金均等償

還することとして、４回目の償還分４４０万円を計上しております。次に１款

３項１目資産購入費でございます。１節医療機器購入費の主なものはマイクロ

波治療機やホットパック装置などとその他に必要な医療機器を購入することと

して４００万円を計上しております。２節一般備品購入費として３０万円を計

上しております。３節リース資産購入費は会計制度改正により、収益的収支予

算からの組み替えとなります。医療機器などのリース料の支払いを資本的収支

予算から支出することにより、貸借対照表上に新たに固定資産として計上する

ことになります。従ってこのリース資産も減価償却を実施することになります。

次に１款３項２目建設工事費でございます。１節の委託料として病院改築にか

かる基本設計委託料を１２００万円計上しております。１６ページから２０ペ

ージにつきましては、給与費明細書となりますが、詳細の説明は省略をさせて

いただきます。２１ページをお願いいたします。平成２６年度平取町国民健康

保険病院事業予定キャッシュ・フロー計算書でございます。前年度までは資金

計画書として作成しておりましたが、会計制度改正によりこのキャッシュ・フ

ロー計算書、いわゆる資金収支の状況が義務づけられたことにより、作成をし

ております。このキャッシュ・フロー計算書により業務活動により得られた資

金が投資または財務活動にいかに分配されているかが明らかになることになり

ます。１、業務活動によるキャッシュ・フローは通常の医業活動にかかる資金

収支の状況を見込んでおり、平成２６年度の予定で３９６万４千円の資金増を
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見込んでおります。次に２、投資活動によるキャッシュ・フローですが、固定

資産などの取得などにかかる資金収支の状況で９８万４千円の資金増を予定し

ております。３、財務活動にかかるキャッシュ・フローですが一時借入金や借

入金償還などの資金収支で５３３万１千円の不足を生じる予定になっておりま

す。業務活動、投資活動、財務活動の三つを合わせて３８万３千円の不足とな

りますが、期首残高が３３２万８千円を予定しておりますので、差し引き期末

残高２９４万５千円となる予定となっております。２２ページをお願いいたし

ます。平成２６年度平取町国民健康保険病院事業予定貸借対照表でございます

が、この表も会計制度改正により勘定科目が大幅に改正されております。まず、

左の資産の部、１．固定資産（１）有形固定資産の中の、ヘ、有形リース資産

を追加しております。これはリースにより使用する資産を新たに資産計上する

ことになり、平成２６年度当初の資産取得額の１３１８万３千円を計上し、平

成２６年度減価償却費を４５８万円計上しております。次に、ト、建設仮勘定

として１２００万円を計上しております。これは病院改築にかかる基本設計費

を資産として計上しておき、本体が完成してからあわせて償却していくことに

なります。それにより有形固定資産合計が３億３８８８万７千円となります。

次に（２）無形固定資産ですが、この中の、ハ、無形リース資産も追加となっ

ております。有形リース資産と同様にシステムなどのリース物件を無形リース

資産として計上することになり、取得高が６７５万４千円、減価償却費累計額

の１９５万１千円を計上し、無形固定資産合計が、５２６万７千円となります。

次に（３）投資その他の資産ですがこれも会計制度改正により、退職給与引当

金が義務づけられたことにより、新たに計上しております。退職手当組合負担

の累積額と、退職手当として支給された額の差額を一般会計と協議して明確に

したことにより、病院会計分につきましては、退職手当組合負担金が多いため、

この前払い退職手当組合負担金として、資産に計上することになります。３７

７０万円を見込んでおります。それにより固定資産合計が３億８１８５万４千

円となります。２．流動資産ですが、現金預金の残高が２９４万５千円、未収

金が５２９５万円、貯蔵品が３００万円を見込み、流動資産合計が５８８９万

５千円を予定しております。資産合計が４億４０７４万９千円となります。次

に右側の負債の部の３．流動負債でございますが、ここの（６）引当金が新た

に追加になっております。引当金の中の、ロ、賞与引当金の１７２９万９千円

は、会計制度改正により、平成２７年度支給となる期末勤勉手当額を見込み計

上しております。ハ、修繕引当金も１０万円を引き当て見込みとして計上して

おります。流動負債合計が１億２７３９万９千円を予定しております。次に４．

固定負債ですがこの中の（１）企業債も会計制度改正により資本金から固定負

債へと組み替えとなっております。（３）リース債務につきましても新たに計上

することになり、いわゆる、リースになりますが、１２９２万１千円を計上し

ております。固定負債の合計は（２）長期借入金を合わせて４４０４万７千円

を予定しております。次に５．繰延収益ですが、これも会計制度改正により新
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たに計上することになります。（１）長期前受金１億３２００万円ですが、改正

前は償却資産を取得した場合に、みなし償却制度というものがございました。

これは民間でいうところの圧縮記帳の制度と同じものになりますが、このみな

し償却制度が廃止されたことにより、資産を取得したときにその財源として交

付を受けた一般会計負担金などについては、長期前受金として負債のこの繰り

延べ収益に計上した上で、減価償却分を順次収益化する制度になっております。

このことから以前に取得した資産については、取得時にその一般会計負担金な

ど資本剰余金として処理しておりましたが、その資本剰余金に計上された一般

会計負担金などの額を長期前受金として振り替えすることになりますので、１

億３２００万円を計上しております。（２）長期前受金収益化累計額は、減価償

却費見合い分を収益として計上した額になります。平成２６年度では１７４５

万８千円を見込んでおります。（３）建設仮勘定長期前受金は有形固定資産の、

ト、で計上した建設仮勘定に計上した額に相応する額の１２００万円を計上し

ております。繰延収益合計が１億２６５４万２千円を予定しております。これ

によりまして負債合計が２億９７９８万８千円となります。次に資本の部にな

ります。６．資本金も会計制度改正により組み替えがございます。自己資本金

は１億９９２２万４千円とかわりはありませんが、（２）借入資本金が固定負債

に組み替えとなっております。企業債として資金調達したものは全部負債の科

目へ振り替えすることとなっております。それより自己資本金と同額の１億９

９２２万円４千円が資本合計となります。次に７の剰余金になりますがここも

会計制度改正により組み替えがございます。資本剰余金について先ほど長期前

受金のところでご説明したとおり、資産取得分にかかる額を、その他の資本剰

余金から長期前受金へ組み替えをしております。それによりまして資本剰余金

が１０万円となります。（２）利益剰余金のうち、ロ、繰越利益剰余金年度末残

高は、マイナス５６５６万３千円を見込んでおります。剰余金合計がマイナス

５６４６万３千円となります。それによりまして資本合計が１億４２７６万１

千円となり、負債資本合計が４億４０４７万９千円で、資産合計と同額で平成

２６年度末予定貸借対照となります。２３ページをお願いいたします。この議

会で提出いたしました補正予算を見込まないでの予定損益計算書となります

が、平成２５年度平取町国民健康保険病院事業予定損益計算書でございます。

平成２５年度の決算見込みとなりますが、１．医業収益から４．医業外費用の

各金額の説明は省略させていただき経常利益の欄、平成２５年度補正予算を見

込まない損失になりますが、３６３２万９千円を見込み、特別損失６９万１千

円を含めた、平成２５年度純損失が３７０２万円となる決算を見込んでおりま

す。前年度繰越欠損金が３９４４万５千円ございますので、この額を加算した

７６４６万５千円が累積欠損金となる予定となっております。２４ページをお

願いいたします。平成２５年度の予定貸借対照表となります。制度改正前の勘

定科目での計上になっておりますので、先ほどご説明した、平成２６年度予定

貸借対照表とは大きく異なりますが、平成２５年度補正前の決算見込みにより
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予定する金額となりますので、各数値の説明は省略をさせていただきます。平

成２６年度は地方公営企業会計制度が大きく改正され、その実行の初年度とな

り、財務諸表などが大きく変わり説明が行き届かなった箇所もあると思います

が、以上で、病院会計の説明を終わらせていただきますので、ご審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。 

議長 以上で議案第１４号から議案第１９号までの平成２６年度各会計予算の説明が

終了しました。 

お諮りします。ただいま提案がありました、平成２６年度平取町各会計予算に

ついては、議会運営基準１１１により議員全員で構成する予算審査特別委員会

を設置し、これに付託して審議したいと思います。ご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って、日程第２、議案第１４号から日程第７、議案第

１９号までの平成２６年度平取町各会計予算については、予算審査特別委員会

に付託して審査することに決定しました。 

お諮りします。ただいま設置されました予算審査特別委員会の正副委員長の選

挙については、議長の指名推薦により行いたいと思いますがご異議ありません

か。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。したがって予算審査特別委員会の正副委員長の選挙につ

いては、議長が指名推薦することに決定しました。それでは、指名します。予

算審査特別委員会委員長には櫻井幹也議員、副委員長には千葉良則議員を指名

します。以上のとおり指名推薦しますが、ご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って、予算審査特別委員会委員長には櫻井幹也議員、

副委員長には千葉良則議員と決定しました。明日５日から９日までは休会とし

て、１０日に再開いたしますので、よろしくお願いをいたします。以上で本日

の日程を終了しましたので、これをもって散会します。ご苦労さまでした。 

（閉 会 午後 ３時３３分） 


